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はじめに

この章は、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• マニュアルの構成, vii ページ

• 表記法, ix ページ

• 関連資料, x ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル章

Eシリーズサーバをすばやくセットアップし、使用するた
めのコマンドおよび手順のリストについて説明します。

設定に関するクイッ

クリファレンス

第 1章
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説明タイトル章

Eシリーズサーバの概要、ハードウェアおよびソフトウェ
アの要件、および Eシリーズサーバのオプションについ
て説明します。

Cisco UCS E-Series
Serversの概要

第 2章

ルータに Eシリーズサーバをインストールする方法を説
明します。

ルータへの Eシリー
ズサーバのインス

トール

第 3章

Cisco SRE-Vと Eシリーズサーバとの設定の違いについて
説明します。

Cisco SRE-Vと Eシ
リーズサーバの設定

の違い

第 4章

CIMCアクセスを設定するためのオプションについて説明
します。

CIMCアクセスの設
定

第 5章

CIMCの概要と、CIMCにログインする方法について説明
します。

CIMCへのアクセス第 6章

RAIDオプションと、RAIDの設定方法について説明しま
す。

RAIDの管理第 7章

オペレーティングシステムをインストールする方法につ

いて説明します。

オペレーティングシ

ステムのインストー

ル

第 8章

ルータと Eシリーズサーバ間の接続を設定する方法につ
いて説明します。

ルータと Eシリーズ
サーバとの接続の設

定

第 9章

BIOSの概要、BIOSファームウェアのインストール方法、
BIOSセットアップメニューへのアクセス方法について説
明します。

BIOS第 10章

破損したCIMCファームウェアの復旧方法について説明し
ます。

破損した CIMC
ファームウェアの復

旧

第 11章

診断テストを実行する方法について説明します。診断テスト第 12章

ホストルータとEシリーズサーバを設定するためのCisco
IOSコマンドのリストを示します。

Cisco IOSソフトウェ
アコマンドリファ

レンス

第 13章
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表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、太字フォントで示しています。

太字フォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、イタリック体フォントで示してい

ます。

イタリック体フォント

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0    
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告

関連資料
•『Documentation Guide for Cisco UCS E-Series Servers』：Eシリーズサーバのすべてのマニュ
アルへのリンクが記載されています。

•『Release Notes for Cisco UCS E-Series Servers, Release 1.0』

•『Getting Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers, Release 1.0』

•『Hardware Installation Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Cisco Network Modules, Server Modules, and Interface Cards Regulatory Compliance and Safety
Information』

•『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers IntegratedManagement Controller, Release
1.0』

•『CLI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers IntegratedManagement Controller, Release
1.0』

•『Troubleshooting Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Open Source Used in Cisco UCS E-Series Servers, Release 1.0』

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

設定に関するクイックリファレンス

コマンド一覧や、Cisco UCS Eシリーズサーバ（Eシリーズサーバ）の簡単なセットアップ手順
や使用手順だけを必要とする場合は、この設定に関するクイックリファレンスの章を参照して

ください。個々の設定手順に関する詳細については、以降の章で説明します。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていないオプショ

ン 1 - Eシリーズサーバを購入した場合、この設定に関するクイックリファレンスの章を参照
してください。オプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストールされている E
シリーズサーバ）またはオプション 3（VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールさ
れている Eシリーズサーバ）を購入した場合、設定手順が一部異なります。

（注）

この章は、次の内容で構成されています。

• 設定に関するクイックリファレンスタスク, 2 ページ
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設定に関するクイックリファレンスタスク
次の図は、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていない

オプション 1 - Eシリーズサーバの基本的なワークフローを示しています。

図 1：基本的なワークフロー - オプション 1
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手順

ステップ 1 Eシリーズサーバをルータにインストールします。

ステップ 2 CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。次のいずれかの方法を使用します。

•リモートユーザの場合、Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定します。次のコマ
ンドを入力します。

•ローカルユーザの場合、次のいずれかの方法を使用します。

◦キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続し、CIMC Configuration
Utilityを使用して CIMCアクセスを設定します。「CIMC設定ユーティリティによる
CIMCアクセスの設定」を参照してください。

◦ Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定します（前述したリモートユーザの設
定を参照してください）。

ステップ 3 Webブラウザで、CIMCにアクセスするためにステップ 2で設定した IPアドレスを入力します。

ステップ 4 RAIDを設定し、ディスクドライブをブート可能にします。「RAIDの管理」を参照してくださ
い。

ステップ 5 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールし、必要に応じてドライバをイ

ンストールします。「オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール」を参照

してください。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にし
ない場合、サーバのホストオペレーティングシステムを使用して Eシリーズサーバの外部
GE2または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にす
る場合、Cisco IOSCLIを使用して、ルータとEシリーズサーバ間の内部接続を設定します。
「ルータと Eシリーズサーバ間の接続の設定」を参照してください。
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第 2 章

Cisco UCS E シリーズサーバの概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Eシリーズサーバの概要, 5 ページ

• サーバハードウェア, 6 ページ

• サーバソフトウェア, 8 ページ

• Eシリーズサーバの管理, 10 ページ

• Eシリーズサーバオプション, 10 ページ

• このガイドで使用される共通用語, 15 ページ

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）は、次世代の Cisco UCS Expressサーバです。 E
シリーズサーバは、サイズ効率、重量効率、電力効率に優れたブレードサーバのファミリであ

り、Generation 2 Cisco Integrated Services Router（ISR G2）に収容されます。これらのサーバは、
オペレーティングシステム（Microsoft Windowsや Linuxなど）上でベアメタルとして、あるいは
ハイパーバイザ（VMware vSphere Hypervisor™、Microsoft Hyper-V、Citrix XenServerなど）上で仮
想マシンとして導入される、ブランチオフィスアプリケーション向けの汎用コンピューティング

プラットフォームを提供します。
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次の図に、ハイパーバイザを使用した Eシリーズサーバの導入例を示します。

図 2：ハイパーバイザを使用した E シリーズサーバの導入例

Eシリーズサーバ上にホストされた仮想
マシン（ハイパーバイザが Eシリーズ
サーバ上で動作している場合のみ）

4クライアントデバイス1

エンタープライズストレージデバイス5Eシリーズサーバ管理コンソール2

ハイパーバイザまたはベアメタルのオペレー

ティングシステムを実行している Eシリー
ズサーバが搭載された Cisco ISR G2ルータ

3

Eシリーズサーバは、Cisco 2900シリーズまたは 3900シリーズ ISR G2に搭載されます。次の E
シリーズサーバがサポートされています。

• UCS-E140S：シングル幅の Eシリーズサーバ

• UCS-E140D：ダブル幅の Eシリーズサーバ、4コア CPU

• UCS-E160D：ダブル幅の Eシリーズサーバ、6コア CPU

• UCS-E140DP：ダブル幅の Eシリーズサーバ、4コア CPU、PCIe搭載

• UCS-E160DP：ダブル幅の Eシリーズサーバ、6コア CPU、PCIe搭載

サーバハードウェア
次の表に、Eシリーズサーバに関するハードウェア情報を示します。

   Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0
6 OL-26446-01-J  

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
サーバハードウェア



表 1： E シリーズサーバハードウェアの概要

UCS-E140DP および
UCS-E160DP ダブルワイド E
シリーズサーバ（PCIe 搭
載）

UCS-E140D および UCS-E160D
ダブルワイド E シリーズ
サーバ

UCS-E140S シングルワイド E
シリーズサーバ

機能

ダブルワイド SMダブルワイド SMシングルワイド SMフォームファクタ

Intel Xeon™

E5-2428Lおよび E5-2418L

Intel Xeon™

E5-2428Lおよび E5-2418L

Intel Xeon™

E3-1105C

CPU

4コアおよび 6コア4コアおよび 6コア4コアCPUコア

3つのスロット3つのスロット2つのスロットDIMMスロット

8～ 48 GB

DDR31333MHzRDIMM1.35
V、4 GB、8 GB、および 16
GB

8～ 48 GB

DDR31333MHzRDIMM1.35
V、4 GB、8 GB、および 16
GBをサポート

8～ 16 GB

DDR31333MHzVLPUDIMM
1.5 V、4 GB、および 8 GB
をサポート

RAM

RAID 0および RAID 1RAID 0、RAID 1、および
RAID 5

RAID 0および RAID 1RAID

SATA、SAS、SSD、および
SED

SATA、SAS、SSD、および
SED

SATA、SAS、SSD、および
SED

Storage Type

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

2台のドライブをサポート

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

3台のドライブをサポート

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

2台のドライブをサポート

HDD

200 GB～ 2 TB200 GB～ 3 TB200 GB～ 2 TBストレージ容量

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

内部ネットワークインター

フェイス

2 USBコネクタ

2 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 VGAポート

1シリアル DB9

2 USBコネクタ

2 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 VGAポート

1シリアル DB9

1 USBコネクタ

1 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 KVMポート（VGA、1
USB、1シリアル DB9をサ
ポート）

外部インターフェイス
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UCS-E140DP および
UCS-E160DP ダブルワイド E
シリーズサーバ（PCIe 搭
載）

UCS-E140D および UCS-E160D
ダブルワイド E シリーズ
サーバ

UCS-E140S シングルワイド E
シリーズサーバ

機能

2921, 29512、3925、3925e、
3945、3945e、4400

2921、29512、3925、3925e、
3945、3945e、4400

2911、2921、2951、3925、
3925e、3945、3945e、4400

ルータプラットフォーム

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

3900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

3900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2951 ISR G2—2 Eシリーズ
サーバ

3925 ISR G2—2 Eシリーズ
サーバ

3945 ISR G2—4 Eシリーズ
サーバ

ルータプラットフォームあ

たりの Eシリーズサーバの
最大数

1 Eシリーズサーバ内のすべてのハードウェアドライブは、同じタイプのストレージデバイス（すべて SASドライブ、またはすべて SATAド
ライブ）にインストールする必要があります。

2 2921および 2951は 4コアのみサポート。

サーバソフトウェア
Eシリーズサーバには、3つの主要なソフトウェアシステムが必要です。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

次の図は、ソフトウェアと Eシリーズサーバの関係を示しています。

図 3：サーバソフトウェア
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CIMC ファームウェア

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、マザーボードに組み込まれている独立した管
理モジュールです。専用のARMベースのプロセッサが（メインサーバCPUから独立して）CIMC
ファームウェアを実行します。システムには、現行バージョンの CIMCファームウェアが付属し
ています。 CIMCファームウェアは更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

CIMCは、Eシリーズサーバ用の管理サービスです。WebベースのGUIまたは SSHベースの CLI
を使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

BIOS ファームウェア

BIOSは、システム内のハードウェアを初期化し、ブート可能なデバイスを検出し、それらを指定
された順序でブートします。オペレーティングシステムを起動したり、オペレーティングシス

テムが使用するハードウェアを設定したりします。使いやすいBIOS管理機能により、ハードウェ
アを操作したり、使用したりできます。他にもBIOSでは、システムを設定したり、ファームウェ
アを管理したり、BIOSエラーレポートを作成したりすることもできます。

システムには、現行バージョンのBIOSファームウェアが付属しています。BIOSファームウェア
は更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

メインサーバ CPUは、オペレーティングシステム（Microsoft Windowsや Linuxなど）上または
ハイパーバイザ上で動作します。Microsoft Windows ServerまたはVMware vSphere Hypervisor™が
事前にインストールされた状態で Eシリーズサーバを購入することも、自分でプラットフォーム
をインストールすることもできます。

次のプラットフォームが Eシリーズサーバ上でテスト済みです。

• Microsoft Windows：

◦ Windows Server 2008 R2 Standard 64ビット

◦ Windows Server 2008 R2 Enterprise 64ビット

• Linuxの場合

◦ Red Hat Enterprise Linux 6.2

◦ SUSE Linux Enterprise 11、サービスパック 2

◦ Oracle Enterprise Linux 6.0、アップデート 2

•ハイパーバイザ：

◦ VMware vSphere Hypervisor™ 5.0、アップデート 1

◦ Hyper-V（Windows 2008 R2）

◦ Citrix XenServer 6.0
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   OL-26446-01-J 9

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
サーバソフトウェア



E シリーズサーバの管理
次の表に、Eシリーズサーバで使用される管理インターフェイスを示します。

表 2：E シリーズサーバ管理インターフェイス

説明管理インターフェイス

ホストルータと Eシリーズサーバを設定します。Cisco IOS CLI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用されるWebベー
スの GUI。

CIMC GUI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用される SSHベー
スの CLI。

CIMC CLI

サーバ設定およびステータスを表示し、SimpleNetworkManagementProtocol（SNMP;
簡易ネットワーク管理プロトコル）を通じて障害およびアラート情報を送信しま

す。

SNMP

E シリーズサーバオプション
Eシリーズサーバは次のオプションで提供されます。

•オプション 1：オペレーティングシステムまたはハイパーバイザがプレインストールされて
いない Eシリーズサーバ

•オプション 2：Microsoft Windows Serverがプレインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

このオプションを購入すると、Microsoft Windows Serverライセンスが事前に
アクティベートされます。

（注）

•オプション 3：VMware vSphere Hypervisor™がプレインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。
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プレインストールされた VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名
は rootです。これは変更できません。デフォルトパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の図に、Eシリーズサーバのオプションを示します。

図 4：E シリーズサーバのオプション
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オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストー

ルされていないオプション 1 - E シリーズサーバの基本的なワークフ
ロー

次の図は、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていない

オプション 1 - Eシリーズサーバの基本的なワークフローを示しています。

図 5：基本的なワークフロー - オプション 1
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次の手順は、オプション 1ハードウェア（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされていない Eシリーズサーバ）のみを購入した場合に、実行する必要がある
タスクの参照情報です。

手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」
を参照してください。

Eシリーズサーバをルータにイ
ンストールします。

ステップ 1   

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IPア
ドレスを設定します。

ステップ 2   

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスします。ステップ 3   

「RAIDの管理」を参照してください。RAIDを設定し、ディスクドラ
イブをブート可能にします。

ステップ 4   

「オペレーティングシステムまたはハイパーバイ

ザのインストール」を参照してください。

オペレーティングシステムをイ

ンストールし、必要に応じてド

ライバをインストールします。

ステップ 5   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを

応じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバ間の
内部接続を設定します。

ステップ 6   

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にしない場合、サーバのホストオペレーティ

ングシステムを使用して Eシリーズサーバ
の外部 GE2または GE3インターフェイスを
設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にする場合、Cisco IOSCLIを使用して、ルー
タと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定
します。「ルータと Eシリーズサーバ間の
接続の設定」を参照してください。

Microsoft Windows Server が事前にインストールされているオプション
2 - E シリーズサーバの基本的なワークフロー

次の手順は、Microsoft Windows Serverが事前にインストールされているオプション 2 — Eシリー
ズサーバを購入した場合に実行する必要があるタスクの参照情報です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」を
参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシ

ステムを使用してEシリーズサーバの外部GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと E
シリーズサーバ間の内部接続を設定します。

「ルータとEシリーズサーバ間の接続の設定」
を参照してください。

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らMicrosoft Windows Serverに
アクセスします。

ステップ 4   

VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされているオプショ
ン 3 - E シリーズサーバの基本的なワークフロー

次の手順は、VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールされているオプション 3 — Eシ
リーズサーバを購入した場合に実行する必要があるタスクの参照情報です。

手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」を
参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

   Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0
14 OL-26446-01-J  

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされているオプション 3 - E シリーズサーバの基本的な
ワークフロー



目的コマンドまたはアクション

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシ

ステムを使用してEシリーズサーバの外部GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと E
シリーズサーバ間の内部接続を設定します。

「ルータとEシリーズサーバ間の接続の設定」
を参照してください。

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らVMware vSphereHypervisor™
にアクセスします。

ステップ 4   

このガイドで使用される共通用語
次に、このガイドで使用される共通用語をまとめます。

表 3：共通用語

説明用語

Cisco Integrated Management Controller

CIMCは Eシリーズサーバの管理サービスです。 CIMCはサーバ内で動作します。 CIMCを
使用して別のサーバへのアクセス、設定、管理、およびモニタを行えます。

CIMC

コマンドラインインターフェイス。CLI

Integrated Management Controller.

IMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

IMC

ボード管理コントローラ。BMC
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説明用語

オンボード LAN

共有 LOMインターフェイスは CIMCアクセスを設定するために使用されます。

LOM

Redundant Array of Inexpensive Disks

RAIDは Eシリーズサーバデータファイルを保存するために使用されます。

RAID
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第 3 章

E シリーズサーバのルータへのインストー
ル

この章は、次の内容で構成されています。

• Eシリーズサーバをルータにインストールする基本的なワークフロー, 17 ページ

• ルータ、Eシリーズサーバ、および Cisco IOSソフトウェアバージョンの互換性の確認, 17
ページ

• Eシリーズサーバのルータへのインストール, 19 ページ

• Eシリーズサーバのインストールの確認, 19 ページ

E シリーズサーバをルータにインストールする基本的な
ワークフロー

1 ルータ、Eシリーズサーバ、およびルータにインストールされた Cisco IOSのソフトウェア
バージョンが互換していることを確認します。

2 Eシリーズサーバをルータにインストールします。
3 Eシリーズサーバがルータによって正しく検出されることを確認します。

ルータ、E シリーズサーバ、および Cisco IOS ソフトウェ
アバージョンの互換性の確認

次の表に、ルータ、Eシリーズサーバ、および Cisco IOSソフトウェアバージョンに関する情報
を表示します。
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表 4：ルータ、E シリーズサーバ、および Cisco IOS バージョンの互換性

ダブルワイド E シリーズサーバの Cisco
IOS ソフトウェアバージョン

シングルワイド E シリーズサーバ
の Cisco IOS ソフトウェアバージョ
ン

ルータ

—15.2(4)M以降のバージョン2911

15.2(4)M以降のバージョン

4コアのみをサ
ポート

（注）

15.2(4)M以降のバージョン2921

15.2(4)M以降のバージョン

4コアのみをサ
ポート

（注）

15.2(4)M以降のバージョン2951

15.2(4)M以降のバージョン15.2(4)M以降のバージョン3925

15.2(4)M以降のバージョン15.2(4)M以降のバージョン3925e

15.2(4)M以降のバージョン15.2(4)M以降のバージョン3945

15.2(4)M以降のバージョン15.2(4)M以降のバージョン3945e
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E シリーズサーバのルータへのインストール
次の図に、Eシリーズサーバを ISR G2にインストールする方法を示します。詳細については、
Cisco.comの『Hardware Installation Guide for Cisco UCS E-Series Servers』を参照してください。

図 6：ルータのダブルワイド E シリーズサーバ

Cisco 2900シリーズ ISR G2にEシリーズサーバをインストールまたは削除する前に、ルータ
の電源を切ってから Eシリーズサーバのインストールまたは削除を実行します。

注意

E シリーズサーバのインストールの確認
はじめる前に

• Eシリーズサーバをルータにインストールします。

•互換性のある Cisco IOSイメージをロードします。

•サーバの電源をオンにします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

現場交換可能ユニット（FRU）の詳細が表示さ
れ、ルータで検出された新規インストールのEシ
リーズサーバを確認できます。

Router> show diag | include
FRU

ステップ 1   

ルータによってEシリーズサーバが認識されてい
ることを確認できます。

Router# show hardwareステップ 2   

次の例では、ダブル幅の Eシリーズサーバに表示される現場交換可能ユニット（FRU）の詳細を
確認します。

Router> show diag | include FRU
Product (FRU) Number : CISCO2951/K9
Product (FRU) Number : PWR-2921-51-POE
Product (FRU) Number : PVDM3-32
Product (FRU) Number : UCS-E140D-M1/K9
Router# show hardware
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第 4 章

Cisco SRE-V と E シリーズサーバの設定の違
い

Cisco Services Ready Engine Virtualization（Cisco SRE-V）と Eシリーズサーバの設定には主に 2
つの違いがあります。

•ルータ設定の違い。

• VMware vSphere Hypervisor™設定の違い。

この章は、次の内容で構成されています。

• ルータ設定の違い, 21 ページ

• VMware vSphere Hypervisorの設定の違い, 23 ページ

ルータ設定の違い
次の表に、Cisco SRE-Vおよび Eシリーズサーバの設定の主な違いを例示します。
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表 5： Cisco SRE-V と E シリーズサーバのルータ設定の違い

Cisco E シリーズサーバの設定Cisco SRE-V の設定

GigabitEthernet0/0
10.0.0.1 255.0.0.0

ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0

GigabitEthernet0/0
10.0.0.1 255.0.0.0

sm 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
service-module ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
service-module ip default-gateway 10.0.0.1

interface SM1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 sm1/0

次の違いに留意してください。

• Eシリーズサーバでは、 sm slot/portコマンドは ucse slot/portコマンドに置換されます。

• Eシリーズサーバでは、service-moduleキーワードは imcキーワードに置換されます。

• Eシリーズサーバでは、default gatewayコマンドは imc ip addressコマンドと同じコマンドに
常駐します。

• Eシリーズサーバには異なる外部インターフェイスがあるため、imc access-portコマンドを
使用してアクセスポートを指定する必要があります。

• Eシリーズサーバでは、専用インターフェイスを使用するか、マザーボード（共有 LOM）
インターフェイス上の共有ローカルエリアネットワークのいずれかを使用し、CIMCアクセ
スを設定できます。「CIMCアクセスの設定」を参照してください。

上の例では、imc access-port shared-lom consoleコマンドはコンソールインターフェイスを使
用して CIMCにアクセスします。ここで、

◦ imc access-port：Eシリーズサーバへの物理イーサネット接続。

◦ shared-lom：共有 LOM。

◦ console：ルータインターフェイス。

サーバへのセッションを実行するコマンドも変わりました。

• Cisco SRE-Vでは service-module sm slot/0 sessionコマンドを使用し、サーバに対するセッショ
ンを実行します。

• Eシリーズサーバでは、ucse slot session {imc | host}コマンドを使用し、サーバに対するセッ
ションを実行します。
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VMware vSphere Hypervisor の設定の違い
Cisco SRE-Vでは、VMware vSphere Hypervisor™ホストの IPアドレスはサービスモジュールの IP
アドレスと同じです。たとえば、CiscoSRE-Vではサービスモジュールの IPアドレス10.0.0.2（次
の表を参照）は VMware vSphere Hypervisor™ホストにも割り当てられています。

表 6： Cisco SRE-V と E シリーズサーバのルータ設定の違い

Cisco E シリーズサーバの設定Cisco SRE-V の設定

GigabitEthernet0/0
10.0.0.1 255.0.0.0

ucse 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway
10.0.0.1
imc access-port shared-lom console

interface ucse1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse1/0

GigabitEthernet0/0
10.0.0.1 255.0.0.0

sm 1/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0
service-module ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
service-module ip default-gateway 10.0.0.1

interface SM1/1
switchport mode trunk

ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 sm1/0

ただし、Eシリーズサーバでは imc ipアドレス（同じく 10.0.0.2、上の例を参照）は CIMCアク
セス用として予約されています。Webブラウザにこの IPアドレス（10.0.0.2）を入力し、CIMC
の GUIにアクセスします。

Eシリーズサーバで VMware vSphere Hypervisor™は DHCPを使用して IPアドレスを割り当てる
か、VMwarevSphereHypervisor™ホストに固定 IPアドレスを割り当てることができます。「VMware
vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て」を参照してください。
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第 5 章

CIMC アクセスの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• Eシリーズサーバのインタフェースの概要, 25 ページ

• CIMCアクセス設定オプション, 27 ページ

• CIMC設定ユーティリティによる CIMCアクセスの設定, 38 ページ

• スクリプトファイルによるネットワークのスタティック設定の定義, 41 ページ

E シリーズサーバのインタフェースの概要
次の図に、ダブルワイドの Eシリーズサーバのインターフェイスを示します。

図 7：ダブルワイドの E シリーズサーバインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス
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コンソールインターフェイスと

も呼ばれます。このインター

フェイスは、ルータの PCIeイン
ターフェイスと Eシリーズサー
バを接続します。 PCIeインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 3GEリ
ンクを提供します。 CIMC設定
でもホストオペレーティングシ

ステム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータの PCIe slot/0イン
ターフェイス

1

高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFVLANイン
ターフェイスは、ルータと Eシ
リーズサーバ間の内部レイヤ 2
GEリンクを提供します。このイ
ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータのMGF slot/1 VLAN
インターフェイス

2

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

外部インターフェイス管理（専用）インターフェ

イス

3

プライマリインタフェースまた

はバックアップインターフェイ

スとして使用されます。このイ

ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

シングルワイドの Eシ
リーズサーバには外部

インターフェイスが 1
つしかありません

（GE2）。

（注）

外部インターフェイスGE3インターフェイス4
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プライマリインタフェースまた

はバックアップインターフェイ

スとして使用されます。このイ

ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

シングルワイドの Eシ
リーズサーバには外部

インターフェイスが 1
つしかありません

（GE2）。

（注）

外部インターフェイスGE2インターフェイス5

CIMC アクセス設定オプション
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、外部管理（専用）インターフェイスか、次のいずれかの共有LOM
インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

◦ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス

◦ Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

◦ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス

•ローカルユーザの場合は、Cisco IOS CLIまたはCIMC設定ユーティリティを使用してCIMC
アクセスを設定します。
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E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 8：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用

して CIMCアクセスを設定します。「 Eシリーズ
Router (config-if)# imc
access-port dedicated

ステップ 5   

サーバのインタフェースの概要」の 3番目の項目を
参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 6   

ホストルータのグローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

Router (config-if)# endステップ 7   

ルータの新しい実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションとして保存しま

す。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コ

ンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 9   

次の例は、サーバの外部 IMC専用インターフェイスを使用してCIMCアクセスを設定する方法を
示しています。

Router> enable
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Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port dedicated
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# copy running-config startup-config
Router# show running-config

共有 LOM による CIMC アクセスの設定
以下のいずれかの共有LOMインターフェイスを使用し、CIMCアクセスを設定します。ルータの
内部MGF slot/1VLANインターフェイス、Eシリーズサーバの外部GE2またはGE3インターフェ
イス、またはルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス。

ルータの内部 MGF Slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定
次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを
使用して CIMCアクセスを設定します。

図 9：ルータの内部 MGF Slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

*サポートされる Cisco EtherSwitch EHWICの一覧については、「サポートされている Cisco
EtherSwitch EHWICおよび Cisco EtherSwitchサービスモジュール」を参照してください。

（注）

はじめる前に

次の情報について確認してください。
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• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

VLANを表示します。Router# show vlan-switchステップ 2   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 3   

指定した VLAN番号の VLANコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# interface
vlan vlan-number

ステップ 4   

VLANの IPアドレスを指定します。Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet mask

ステップ 5   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスク。

ホストルータのグローバルコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

Router (config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要が
あるデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address subnet
mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 9   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブ

ネットに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲート
ウェイの IPアドレス。

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0    
   OL-26446-01-J 31

CIMC アクセスの設定
共有 LOM による CIMC アクセスの設定



目的コマンドまたはアクション

ルータの内部 slot/1 MGF VLANインターフェイス
を使用して CIMCアクセスを設定します。「 Eシ

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom GE1

ステップ 10   

リーズサーバのインタフェースの概要」の 2番目
の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router (config-if)# no shutステップ 11   

ホストルータのグローバルコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

Router (config-if)# endステップ 12   

ルータの新しい実行コンフィギュレーションをス

タートアップコンフィギュレーションとして保存

します。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 13   

ルータの共有 LOMMGF slot/1 VLANインターフェ
イスを経由したルータからBMCへの接続を確認し
ます。

Router# ping cimc-ip-addressステップ 14   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行

コンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 15   

次の例は、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router> show vlan-switch
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi0/0/0, Gi0/0/1, Gi0/0/2

Gi0/0/3, uc2/1
Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# copy running-config startup-config
Router# show running-config
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E シリーズサーバの外部 GE2 または GE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの
設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 10：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイルータの IPアドレスを
指定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom {GE2
| GE3}

ステップ 5   

「 Eシリーズサーバのインタフェースの概要」の 4
番目と 5番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 6   

ホストルータのグローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

Router (config-if)# endステップ 7   

ルータの新しい実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションとして保存しま

す。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コ

ンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 9   

次の例は、サーバの外部GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示し
ています。

Router> enable
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Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# copy running-config startup-config
Router# show running-config

ルータの内部 PCIe Slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定
次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 11：ルータの内部 PCIe Slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address subnet
mask

ステップ 4   

• ip-address：インターフェイスの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスク。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 5   

設定モードを終了します。Router (config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイ
スに明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのイン
ターフェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 9   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保
持しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必

要があります。

デバイス間にポイントツーポイントインター

フェイスを作成するには、ip unnumberedコマ
ンドと ipv6 unnumberedコマンドを使用しま
す。ブロードキャストはサポートされませ

ん。

注意

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを指定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet maskdefault-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 10   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

ルータの PCIe slot/0（コンソール）インターフェイス
を使用してCIMCアクセスを設定します。「Eシリー

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom
console

ステップ 11   

ズサーバのインタフェースの概要」の 1番目の項目
を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 12   

設定モードを終了します。Router (config-if)# endステップ 13   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address subnet mask
ucse slot/port

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• slot/port：Eシリーズサーバがインストールされ
るスロットとポート。

設定モードを終了します。Router (config-if)# endステップ 16   

ルータの共有 LOM PCIe slot/0コンソールインター
フェイスを経由したルータから BMCへの接続を確認
します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ルータの新しい実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションとして保存します。

Router# copy
running-config
startup-config

ステップ 18   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show
running-config

ステップ 19   

次の例は、サーバの内部 PCIeコンソールインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom console
Router(config-if)# no shut
Router(config)# end

Router# configure terminal
Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 2/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# copy running-config startup-config
Router# show running-config

CIMC 設定ユーティリティによる CIMC アクセスの設定
ローカルユーザの場合、Cisco IOS CLIまたは CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセ
スを設定します。 Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定するには、「Cisco IOS CLIに
よる CIMCアクセスの設定」を参照してください。
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CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセスを設定した場合、設定は Cisco IOS設定
として反映されません。つまり、Cisco IOSから show runコマンドを実行した場合、CIMC
Configuration Utilityを使用して行った変更は反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 ルータの電源を投入します。

ステップ 2 キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続します。

ステップ 3 電源ボタンを押して、Eシリーズサーバをブートします。 ブート中に、F8の押下を求めるプロ
ンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、F8を押します。
[CIMC Configuration Utility]が表示されます。

図 12：CIMC Configuration Utility

ステップ 5 CIMC Configuration Utilityを使用して NICモードと NICの冗長性を設定し、DHCPをイネーブル
にするか、スタティックなネットワーク設定を指定するかを選択します。

a) [NICmode]領域から、CIMCへのアクセスに使用するポートを選択します。次のオプションが
あります。
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[Dedicated]：CIMCへのアクセスに 10/100 IMCポートを使用します。•

• [Shared LOM]（デフォルト）：CIMCへのアクセスに 4つの 1 Gbイーサネットポートを
使用します。これが出荷時のデフォルト設定です。

b) [NIC redundancy]領域で、NICの冗長性を選択します。次のオプションがあります。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバー
を行いません。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイ
ポートにトラフィックがフェールオーバーします。これが出荷時のデフォルト設定です。

c) [IPV4 (Basic)]領域で、次のいずれかの操作を実行します。

• [DHCPEnabled]：ダイナミックなネットワーク設定のためにDHCPをイネーブルにするに
は、このオプションを選択します。 DHCPをイネーブルにするには、DHCPサーバにこ
のサーバのMACアドレスの範囲をあらかじめ設定しておく必要があります。MACアド
レスはサーバ背面のラベルに印字されています。このサーバでは、CIMCに 6つのMAC
アドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6
つの連続MACアドレスのうち最初のものです。

• [CIMC IP]：CIMCの IPアドレス。

[Subnet Mask]：CIMCの IPアドレスに付加するサブネットマスクを入力します。ホスト
ルータと同じサブネットに属する必要があります。

[Gateway]：デフォルトゲートウェイルータの IPアドレス。

d) （任意）[VLAN (Advanced)]領域で、VLAN設定を指定します。
e) F5を押してページを更新します。新しい設定が表示されます。
ページの更新には、約 45秒かかります。

f) F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。
DHCPのイネーブル化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスが
ブートアップ時にコンソール画面に表示されます。

ステップ 6 ステップ 5のサブステップ aで [NICMode]設定に選択したポートを使用して、LANから Eシリー
ズサーバにイーサネットケーブルを接続します。

ステップ 7 Webブラウザで、CIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入力します。 CIMC IPアド
レスは、ステップ 5のサブステップ cで指定した設定に基づいています（スタティックな IPアド
レスまたは DHCPサーバから割り当てられた IPアドレス）。
CIMCのログインに使用するデフォルトのユーザ名はadmin、デフォルトのパスワードはpassword
です。

ステップ 8 CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してサーバの管理とモニタを行います。
『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers』または『CLI Configuration Guide for Cisco
UCS E-Series Servers』を参照してください。
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スクリプトファイルによるネットワークのスタティック

設定の定義
ここでは、スクリプトファイルを使った自動構成処理により、複数サーバのスタティックネット

ワーク設定の指定を行う手順について説明します。

手順

ステップ 1 テキストエディタを使って、network.cfgという名前のファイルを作成します。

ステップ 2 設定するタグのみを使用して、次の形式で network.cfgのコンテンツを作成します。
dhcp-enabled:
v4-addr:
v4-netmask:
v4-gateway:
vlan-enabled:
vlan-id:
vlan-priority:
password:
mode:
redundancy:

たとえば、DHCPをディセーブルにするには、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、
およびユーザパスワードを設定します。以下は、使用できるサンプル値です。

dhcp-enabled: 0
v4-addr: 10.193.70.102
v4-netmask: 255.255.255.0
v4-gateway: 10.193.70.1
password: nonpasswd
mode:
redundancy:

ステップ 3 テキストエディタを使用して、startup.nshという名前のファイルを作成し、次の内容を設定しま
す。
fs0:
cimcconfig

ステップ 4 network.cfgファイルと startup.nshファイルを USBメモリにコピーします。

ステップ 5 USBメモリをサーバの USBポートに接続します。

ステップ 6 電源ボタンを押して放し、サーバをブートします。

ステップ 7 ブート処理を見て、BIOSブートマネージャへの切り替えメッセージが表示されたら F6キーを押
します。

ステップ 8 EFIをブートデバイスに選択し、Enterを押します。
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サーバの電源が一度オフになった後にもう一度オンになり、構成ユーティリティが起動して

startup.nshファイルが実行されます。エラーがある場合は、画面と errors.txtファイルに出力され
ます。

ステップ 9 USBメモリを取り外し、network.cfgファイルを次の IPアドレスに変更して、次に設定するサーバ
に USBメモリをセットします。

ステップ 10 サーバに IPアドレスを割り当てた後、そのアドレスを使用してサービスプロセッサの GUIまた
は CLI管理システムにアクセスできます。
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第 6 章

CIMC へのアクセス

この章は、次の内容で構成されています。

• CIMCの概要, 43 ページ

• CIMC GUIへのログイン, 45 ページ

• CIMCホームページ, 45 ページ

• CIMCからMicrosoft Windows Serverへのアクセス, 46 ページ

• CIMCから VMware vSphere Hypervisorへのアクセス, 46 ページ

• 次の作業, 47 ページ

CIMC の概要
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Eシリーズサーバ用の管理サービスです。
CIMCはサーバ内で動作します。Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを使用して、サー
バにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

CIMCを使用すると次のサーバ管理タスクを実行できます。

•サーバの電源のオン、電源のオフ、電源再投入、リセット、およびシャットダウンを行う

•サーバのブート順を設定する

• RAIDレベルを管理する

•サーバのプロパティとセンサーを表示する

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの認
証をイネーブルにする

• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設定
を行う
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• HTTP、SSH、IPMI over LAN、SNMPなどのコミュニケーションサービスを設定する

•証明書を管理する

•プラットフォームイベントフィルタを設定する

• CIMCファームウェアを更新する

• BIOSファームウェアを更新する

•内部リポジトリからホストイメージをインストールする

•障害、アラーム、およびサーバのステータスをモニタする

•サーバ障害の発生時にテクニカルサポートデータを収集する

ほとんどすべてのタスクは、GUIインターフェイスと CLIインターフェイスのいずれでも実行で
きます。また、一方のインターフェイスで実行されたタスクの結果は、もう一方のインターフェ

イスにも表示されます。ただし、次の操作はできません。

• CIMC GUIを使用して CIMC CLIを呼び出すことはできない

• CIMC CLIで呼び出したコマンドを CIMC GUIに表示することはできない

• CIMC GUIから CIMC CLI出力を生成することはできない

CIMC GUI
CIMC GUIは、EシリーズサーバのWebベースの管理インターフェイスです。 CIMC GUIを起動
して、次の最小要件を満たしている任意のリモートホストからサーバを管理できます。

• Java 1.6以降

• HTTPおよび HTTPS対応

• Adobe Flash Player 10以降

CIMC CLI
CIMC CLIは、Eシリーズサーバのコマンドライン管理インターフェイスです。 CIMC CLIは、
次の方法で起動できます。

•シリアルポートを使用する。

• SSHを介してネットワーク上で。

• ucse slot session imcコマンドを実行し、ルータから。

CLIユーザには、admin、user（コントロールはできるが設定はできない）、および read-onlyのい
ずれかのロールが与えられます。
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CIMC GUI へのログイン
はじめる前に

• CIMCにアクセスするための IPアドレスが設定済みであることを確認します。

• AdobeFlashPlayer 10以降がインストールされていない場合は、ローカルマシンにインストー
ルします。

手順

ステップ 1 初期セットアップ時に CIMCへのアクセス用に設定した IPアドレスをWebブラウザに入力しま
す。

ステップ 2 セキュリティダイアログボックスが表示された場合は、次の操作を実行します。

a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 ログインウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力します。

未設定のシステムに対する初回ログイン時には、ユーザ名に admin、パスワードに
passwordを使用します。

ヒント

ステップ 4 [Log In]をクリックします。
[Change Password]ダイアログボックスが表示されます。

[Change Password]ダイアログボックスは、CIMCに初めてログインしたときにのみ表示
されます。それ以降はリブートしても表示されません。

（注）

ステップ 5 [New Password]フィールドに、新しいパスワードを入力します。

ステップ 6 確認のために [Confirm Password]フィールドにもう一度パスワードを入力します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
[ServerSummary]ページが表示されます。このページがCIMCのホームページです。「CIMCホー
ムページ」を参照してください。

CIMC ホームページ
次の図に、CIMCホームページを示します。
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CIMC から Microsoft Windows Server へのアクセス
CIMCからMicrosoft Windows Serverにアクセスするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• Microsoft Windows Serverを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールから、インストール済みのMicrosoft Windows Serverオペレーティングシステム
にアクセスします。

CIMC から VMware vSphere Hypervisor へのアクセス
CIMCから VMware vSphere Hypervisorにアクセスするには、次の手順を実行します。
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はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• VMware vSphere Hypervisorを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールの [KVM]タブをクリックします。
VMware vSphere Hypervisor™の Direct Console User Interface（DCUI）が表示されます。 VMware
vSphere Hypervisor™で、ホストに IPアドレスを割り当てている場合、その IPアドレスは [DCUI]
ページに表示されます。または、スタティック IPアドレスを指定できます。「VMware vSphere
Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て」を参照してください。

ステップ 5 vSphereClientがインストールされていることを確認します。インストールされていない場合はイ
ンストールします。「vSphere Clientのダウンロードとインストール」を参照してください。

ステップ 6 vSphere Clientから、VMware vSphere Hypervisor™にログインします。
ログインするには、VMware vSphere Hypervisor™から割り当てられた IPアドレス、またはステッ
プ 4で指定したスタティック IPアドレスを使用します。

事前にインストールされている VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名は
rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトのパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の作業
必要に応じて、次のいずれかを実行します。

• Eシリーズサーバオプション 2（Microsoft Windows Serverがプレインストールされた Eシ
リーズサーバかオプション 3（VMware vSphere Hypervisor™がプレインストールされた Eシ
リーズサーバ）では CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してサーバの管理とモニタを行いま
す。

『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Server Integrated Management Controller』また
は『CLI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Server Integrated Management Controller』を
参照してください。
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• Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムやハイパーバイザがプレインス
トールされていない Eシリーズサーバ）を購入した場合は、RAIDを設定します。「RAID
の管理」を参照してください。
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第 7 章

RAID の管理

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、ローカルの Redundant Array of
Inexpensive Disks（RAID）にデータファイルを保存する場合、RAIDを設定する必要がありま
す。

（注）

この章は、次の内容で構成されています。

• RAIDオプション, 49 ページ

• RAIDの設定, 53 ページ

• 次の作業, 59 ページ

RAID オプション
Eシリーズサーバのデータファイルは、ローカルのRedundant Array of Inexpensive Disks（RAID）
に保存することもできます。次の RAIDレベルがサポートされています。

•シングル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0と RAID 1レベルがサポートされます。

•ダブル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、およびRAID 5レベルがサポートされ
ます。

• PCIeオプションを搭載したダブル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0と RAID 1レベルが
サポートされます。
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RAID 0

RAID 0では、データは 1台以上のディスクドライブにわたるストライプブロックに冗長性（ミ
ラーリング）なしで均等に保存されます。すべてのディスクドライブのデータは異なります。

図 13：RAID 0

RAID 1と比較すると、RAID 0では両方のディスクドライブがデータの保存に使用されるため、
記憶域が増加します。 2台のディスクドライブ内で読み取り操作と書き込み操作が並行して発生
するため、パフォーマンスが向上します。

ただし、耐障害性、エラーチェック、ホットスペア、ホットスワップはありません。一方のディ

スクドライブで障害が発生した場合は、アレイ全体のデータが破壊されます。エラーチェック

やホットスワップの機能がないため、アレイは回復不能なエラーの影響を受けやすくなります。

RAID 1

RAID 1は、ディスクドライブのミラーセットを作成します。この場合、両方のディスクドライ
ブ内でデータがまったく同じになるので、冗長性とハイアベイラビリティが実現されます。一方

のディスクドライブで障害が発生した場合は、他方のディスクドライブが引き継ぎ、データは保

持されます。
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RAID 1では、ホットスペアディスクドライブを使用することもできます。ホットスペアドラ
イブは、常にアクティブであり、フェールオーバー時のホットスタンバイドライブとして待機し

ています。

図 14：RAID 1

RAID1では、耐障害性とホットスワップがサポートされます。 1台のディスクドライブで障害が
発生した場合は、障害のあるディスクドライブを取り外して新しいディスクドライブに交換する

ことができます。

ただし、RAID0と比較すると、潜在的な合計ディスク領域の半分しか保存に使用できないため記
憶域が減少します。また、パフォーマンスにも影響があります。
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RAID 5

RAID 5では、データがすべてのディスクドライブにわたって保存され、各ドライブにパリティ
データが分散されます。それにより、低コストで冗長性が実現されます。

図 15：RAID 5

RAID 5は、RAID 1よりも大きいデータストレージ容量と、RAID 0よりも優れたデータ保護を提
供します。さらに、ホットスワップもサポートしています。ただし、パフォーマンスは RAID 1
の方が優れています。

非 RAID

コンピュータのディスクドライブがRAIDとして設定されていない場合、コンピュータは非RAID
モードです。非 RAIDモードは、Just a Bunch of Disksまたは Just a Bunch of Drives（JBOD）とも
呼ばれます。非 RAIDモードでは、耐障害性、エラーチェック、ホットスワップ、ホットスペ
ア、冗長性はサポートされません。

RAID オプションの概要

欠点利点説明RAIDオプション

•エラーチェック
なし

•耐障害性なし

•ホットスワップな
し

•冗長性なし

•ホットスペアな
し

•優れたストレージ
効率

•パフォーマンスの
向上

冗長性なしでストライ

プブロックに均等に保

存されるデータ

RAID 0
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•ストレージの減少

•パフォーマンス上
の影響

•ハイアベイラビ
リティ

•耐障害性

•ホットスペア

•ホットスワップ

ディスクドライブのミ

ラーセットとオプショ

ンのホットスペアディ

スクドライブ

RAID 1

•低いパフォーマン
ス

• RAID 1よりも優
れたストレージ効

率

• RAID 0よりも優
れた耐障害性

•低コストの冗長性

•ホットスワップ

すべてのディスクドラ

イブにわたってストラ

イプブロックに保存さ

れるデータと分散され

たパリティデータ

RAID 5

•エラーチェック
なし

•耐障害性なし

•ホットスワップな
し

•冗長性なし

•ホットスペアな
し

•ポータブル
RAIDが設定されてい
ないディスクドライブ

JBODとも呼ばれます

非 RAID

RAID の設定
KVMコンソールからアクセス可能なCIMCGUIまたはWebBIOSを使用し、RAIDを設定します。

CIMC GUI を使用した RAID の設定
仮想ドライブの RAIDレベル、ストリップサイズ、ホストアクセス権限、ドライブキャッシン
グ、および初期化パラメータを設定するには、次の手順を実行します。この手順を使用して、ド

ライブをホットスペアドライブに指定したり、ドライブをブート可能にしたりすることもできま

す。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Inventory]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [Storage Adapters]領域で、ストレージカードを選択します。
サーバの電源がオンになっている場合、選択したストレージアダプタのリソースが [Storage Card]
領域のタブメニューに表示されます。

ステップ 5 RAIDを設定するには、RAIDに設定する各物理ドライブのステータスが [unconfiguredgood]になっ
ていることを確認してください。物理ドライブのステータスを変更するには、次を実行します。

a) [Storage Card]領域のタブメニューで、[Physical Drive Info]タブをクリックします。

図 16：[Physical Drive Info] タブ

b) [Physical Drives]ペインの [Actions]カラムのドロップダウンリストから [Set State]を選択しま
す。

[Change Physical Drive State]ダイアログボックスが表示されます。
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c) [Change PhysicalDrive State to]ドロップダウンリストから [unconfigured good]を選択し、[Confirm]
をクリックします。

ステップ 6 [Storage Card]領域のタブメニューで、[Virtual Drive Info]タブをクリックします。

図 17：[Virtual Drive Info] タブ

ステップ 7 [Virtual Drive Info]タブの [Actions]領域で、[Create]をクリックします。
[Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されます。必要に応じて次のフィールドに値
を入力します。

説明名前

RAIDレベルのオプション。次のいずれかになります。

• [RAID 0]：ブロックストライピング。

• [RAID 1]：ミラーリング。

• [RAID5]：パリティを使用したブロックストライピング。

シングル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0および
RAID 1レベルがサポートされます。ダブル幅の Eシ
リーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、および RAID
5レベルがサポートされます。 PCIeオプションがあ
るダブル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0および
RAID 1レベルがサポートされます。

（注）

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

未設定のドライブで、RAID設定に使用できるドライブを表示
します。

[Unconfigured Drives]テーブル

選択されたドライブを [Unconfigured Drives]テーブルから
[Selected Drives]テーブルに移動します。

Add >

選択されたドライブを [Selected Drives]テーブルから削除しま
す。

< Remove

RAID設定に選択されたドライブを表示します。[Selected Drives]テーブル

ステップ 8 [Next]をクリックします。
[ConfigureRAIDParameters]ダイアログボックスが表示されます。必要に応じて次のフィールドに
値を入力します。

説明名前

ストリップサイズのオプション。次のいずれかになります。

• 64 KB

• 32KB

• 16 KB

• 8 KB

VMware vSphereHypervisor™のインストールでは、小さ
なストリップサイズに既知の問題があります。したがっ

て、vSphereプラットフォームをインストールする場合
は、[64 KB]のストリップサイズオプションを選択す
ることを推奨します。

注意

[Strip Size]ドロップダウンリス
ト

ホストのアクセス権限を設定します。次のいずれかになりま

す。

• [Read-Write]：ホストはドライブにフルアクセスできます。

• [ReadOnly]：ホストはドライブからのデータの読み取りの
み可能です。

• [Blocked]：ホストはドライブにアクセスできません。

[Access Policy]ドロップダウン
リスト
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説明名前

コントローラによるドライブキャッシングの処理方法。次のい

ずれかになります。

• [Unchanged]：コントローラでは、ドライブで指定された
キャッシングポリシーを使用します。

• [Enable]：ドライブでのキャッシングはイネーブルになり
ます。

• [Disable]：ドライブでのキャッシングはディセーブルにな
ります。

[Drive Cache]ドロップダウン
リスト

コントローラによるドライブの初期化方法。次のいずれかにな

ります。

• [Quick]：コントローラはドライブを高速に初期化します。

• [Full]：コントローラは新しい設定を完全に初期化します。

• [None]：コントローラはドライブを初期化しません。

[Initialization]ドロップダウン
リスト

ドライブをホットスペアドライブとして指定します。

RAID 1にのみ適用できま
す。

（注）

[HSP]チェックボックス

コントローラによるドライブのブート方法。次のいずれかにな

ります。

• [Enable]：このドライブをブート可能にします。

• [Disable]：このドライブはブートできません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザを

RAIDアレイにインストールする場合は、このチェッ
クボックスをオンにすることを推奨します。

（注）

[Set Bootable]チェックボックス

ステップ 9 [Next]をクリックします。
[Confirm RAID Configuration]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 10 RAID設定を確認し、[Submit]をクリックして変更を確定します。
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WebBIOS による RAID の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 ブートアップ中に、Ctrlキーを押し、続けて Hを押して、WebBIOSにアクセスします。
LSI Logicの [Adapter Selection]ページが表示されます。このページでは RAIDを設定できます。
このページの詳細については、LSI Logicのマニュアルを参照してください。

図 18：WebBIOS
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次の作業
Eシリーズサーバのオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザがプレイン
ストールされていないEシリーズサーバ）を購入した場合は、オペレーティングシステムをイン
ストールします。「オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール」を参照し

てください。
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第 8 章

オペレーティングシステムまたはハイパー

バイザのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入した場合、オペレーティングシステム
またはハイパーバイザをインストールする必要があります。

（注）

この章は、次の内容で構成されています。

• オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール方法, 61 ページ

• KVMコンソール, 62 ページ

• PXEインストールサーバ, 64 ページ

• ホストイメージマッピング, 65 ページ

• Microsoft Windows Server用のドライバのインストール, 70 ページ

• VMware vSphereHypervisorのダウンロードとインストールの基本的なワークフロー, 71 ペー
ジ

• サーバのブート順の設定, 74 ページ

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイン

ストール方法
Eシリーズサーバでは、複数種類のオペレーティングシステムとハイパーバイザがサポートされ
ています。インストールされるプラットフォームに関係なく、次のいずれかのツールを使用して

サーバにインストールできます。

• KVMコンソール
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• PXEインストールサーバ

•ホストイメージマッピング

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウスの直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リモートの
場所からサーバに接続できます。サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッ
ピードライブを使用する代わりに、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮
想 CD/DVDドライブまたはフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたは
ディスクイメージファイルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用して、サーバにオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをイン
ストールし、次の作業を行うことができます。

•起動中に F2を押して、BIOSセットアップメニューにアクセスします。

•起動中に F8を押して、CIMC設定ユーティリティにアクセスします。

•起動中に Ctrlキーと Hキーを押してWebBIOSにアクセスし、RAIDを設定します。

KVM コンソールを使用したオペレーティングシステムまたはハイパー
バイザのインストール

はじめる前に

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクまたはディスク
イメージファイルの場所を特定します。

VMwarevSphereHypervisor™では、カスタマイズされたイメージが必要です。カスタマイズさ
れたイメージをダウンロードするには、「カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイ
メージのダウンロード」を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクを CD/DVDドライブ
にロードするか、ディスクイメージファイルをコンピュータにコピーします。

ステップ 2 CIMCが開いていない場合は、CIMC GUIにログインします。

ステップ 3 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 6 KVMコンソールから、[Virtual Media]タブをクリックします。

図 19：

ステップ 7 [Virtual Media]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクが含まれている
CD/DVDドライブの [Mapped]チェックボックスをオンにします。

• [Add Image]をクリックし、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストー
ルディスクイメージに移動してこれを選択します。[Open]をクリックしてディスクイメー
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ジをマウントし、マウントされたディスクイメージの [Mapped]チェックボックスをオンに
します。

インストールプロセスの実行中は、[Virtual Media]タブを開いたままにしておく必要が
あります。このタブを閉じると、すべての仮想メディアのマップが解除されます。

（注）

ステップ 8 仮想 CD/DVDドライブがブートデバイスになるように、ブート順を設定します。
ブート順の設定方法については、「サーバのブート順の設定」を参照してください。

ステップ 9 サーバをリブートします。

サーバを再起動すると、仮想 CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残り
のインストールプロセスについては、インストールしているプラットフォームのインストレー

ションガイドを参照してください。

ステップ 10 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後にディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバのインストール手順

については、該当するオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照して

ください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムでドライバをインストールする手順については、
「Microsoft Windows Server用のドライバのインストール」を参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所からオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをブートおよびインストールでき

ます。この方法を使用するには、PXE環境が設定されていて、LAN（通常は専用のプロビジョニ
ングLAN）で使用できるようになっている必要があります。さらに、サーバがネットワークから
ブートするように設定されている必要があります。サーバは、ブートすると、PXE要求をネット
ワーク経由で送信します。 PXEインストールサーバは、この要求に応答確認し、サーバにオペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールするイベントのシーケンスを開始し

ます。

PXEサーバは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用して、オペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールできます。また、独自のディスク

イメージを使用して、プラットフォーム、追加コンポーネント、またはアプリケーションをイン

ストールすることもできます。

PXEインストールは、多数のサーバにプラットフォームをインストールする場合に効率のよい
方法です。ただし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを
考えると、他のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）
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PXE インストールサーバを使用したオペレーティングシステムまたは
ハイパーバイザのインストール

はじめる前に

• VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。

VMwarevSphereHypervisor™では、カスタマイズされたイメージが必要です。カスタマイズさ
れたイメージをダウンロードするには、「カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイ
メージのダウンロード」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 ブート順を [PXE]に設定します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしているオペレーティング

システムまたはハイパーバイザのインストレーションガイドを参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、LANのブート順を元の設定にリセットします。

ホストイメージマッピング
ホストイメージマッピング機能を使用すると、ホストイメージのダウンロード、マッピング、

マッピング解除、または削除を行うことができます。リモートFTP、FTPS、HTTP、またはHTTPS
サーバから CIMC内部リポジトリに、Microsoft Windows、Linux、または VMwareなどのホスト
イメージをダウンロードし、そのイメージを Eシリーズサーバ内の USBコントローラの仮想ド
ライブにマップします。イメージをマップした後は、イメージをマウントした仮想ドライブが最

初のブートデバイスになるようにブート順序を設定してから、サーバをリブートします。ホスト

イメージのファイル拡張子は必ず .isoになります。

また、ホストイメージマッピング機能により、診断イメージをダウンロードし、マウントできま

す。診断イメージのファイル拡張子は必ず .diagになります。
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ホストイメージのマッピング

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

•適切なサードパーティからホストイメージファイルを取得します。

VMwarevSphereHypervisor™では、カスタマイズされたイメージが必要です。カスタマイズさ
れたイメージをダウンロードするには、「カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisorイ
メージのダウンロード」を参照してください。

（注）

アップデートがすでに処理中であるときにイメージアップデートを開始すると、どちらのアッ

プデートも失敗します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 20：Host Image Mapping

ステップ 3 [Install Pane]で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

イメージが配置されているリモートサーバの URL。

リモートサーバでユーザ認証が必要な場合は、リモートサーバ

のユーザ名とパスワードを URLに追加する必要があります。
リモートサーバには、FTP、FTPS、HTTP、またはHTTPSサー
バを使用できます。

URLの構文は次のようになります。
protocol://username:password@server-ip-address/path/filename

[URL]フィールド
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説明名前

イメージの名前。

•ホストイメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .isoになります。

•診断イメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .diagになります。

[Image Name]フィールド

ステップ 4 [Download]をクリックします。
イメージファイルが、指定した FTP、FTPS、HTTP、またはHTTPSサーバからCIMC内部リポジ
トリにダウンロードされます。

ステップ 5 [Map Image to Host]をクリックします。
イメージがUSBコントローラの仮想ドライブにマウントされます。仮想ドライブには、次のいず
れかを使用できます。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• CDROM：ブート可能 CD-ROM

ステップ 6 イメージがマウントされている仮想ドライブが最初のブートデバイスになるように、ブート順を

設定します。

ブート順の設定方法については、「サーバのブート順の設定」を参照してください。

イメージがどの仮想ドライブにマウントされているか確認するには、[Host ImageMapping]
ページの [Host Image Update]領域を参照してください。

ヒント

ステップ 7 サーバをリブートします。

ステップ 8 イメージにアンサーファイルが含まれている場合、オペレーティングシステムまたはハイパーバ

イザのインストールは自動化され、イメージがインストールされます。そうでない場合は、イン

ストールウィザードが表示されます。ウィザードの手順に従って、イメージをインストールしま

す。

ステップ 9 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後にディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバのインストール手順

については、該当するオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照して

ください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムでドライバをインストールする手順については、
「Microsoft Windows Server用のドライバのインストール」を参照してください。

次の作業

•インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。
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•ホストイメージのマッピングを解除します。「ホストイメージのマッピング解除」を参照
してください。

ホストイメージのマッピング解除

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 21：Host Image Mapping

ステップ 3 [Unmap Image]をクリックします。
USBコントローラの仮想ドライブからイメージがアンマウントされます。
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Microsoft Windows Server 用のドライバのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムやハイパーバイザが事前にイン
ストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、Microsoft Windows Serverを自分でイン
ストールした場合は、ドライバをインストールする必要があります。

（注）

Microsoft Windowsオペレーティングシステムでは、3種類のドライバをインストールする必要が
あります。

• Windows 2008 R2用のオンボードネットワークドライバ

• Windows 2008 R2用の LSIドライバ（オンボードハードウェア RAIDコントローラ）

• Windows 2008 R2用の Intelドライバ

10ギガビットアドオンカードを購入した場合は、Windows 2008 R2用の 10G PCIeネットワーク
ドライバもインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 ドライバを Cisco.comからダウンロードします。「シスコからのソフトウェアの取得」を参照し
てください。

ステップ 2 ドライバファイルを USBフラッシュドライブにコピーします。

ステップ 3 使用するMicrosoft Windows Serverをインストールします。
インストールプロセスの途中で、LSIドライバを要求されます。

ステップ 4 USBフラッシュドライブを Eシリーズサーバの USBスロットに差し込み、LSIドライバをイン
ストールします。

ステップ 5 Microsoft Windows Serverのインストールが完了したら、オンボードネットワークドライバ
（Broadcom）と Intelドライバをインストールします。
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VMware vSphere Hypervisor のダウンロードとインストー
ルの基本的なワークフロー

VMware FL-SRE-V-HOSTライセンスを使用する場合（VMware vSphere Hypervisor™ 5.Xに相
当）、使用している RAMが 32 GB以下であることを確認してください。 RAMが 32 GBより
も大きい場合はエラーメッセージが表示され、ライセンスを適用することができません。 48
GB RAMを使用するには、ライセンスを FL-SRE-V-HOSTVCにアップグレードします。

注意

•カスタマイズした VMware vSphere Hypervisor™イメージをダウンロードします。

• VMware vSphere Hypervisorのイメージをインストールします。

• VMware vSphere Hypervisor™に固定 IPアドレスを割り当てます。

• vSphere Clientをダウンロードし、インストールします。

カスタマイズされた VMware vSphere Hypervisor イメージのダウンロー
ド

カスタマイズされたVMwarevSpereHypervisor™イメージをダウンロードするには、次の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 https://my.vmware.com/web/vmware/loginにアクセスします。
VMwareログインページが表示されます。

ステップ 2 自分の VMwareクレデンシャルを入力し、[Log In]をクリックします。
VMwareのアカウントがない場合は、[Register]をクリックして無料アカウントを作成します。

ステップ 3 [Support Requests]ペインの下で、[Knowledge Base]をクリックします。

ステップ 4 右上隅の [Search]フィールドに ESXi-5.0.0-623860-custom-Cisco-2.0.1.6.isoと入力し、[Search]をク
リックします。

ステップ 5 [Search Results]から、[Download VMware View 5.1]をクリックして、カスタマイズされた VMware
vSpere Hypervisor™イメージをダウンロードします。

次の作業

VMwarevSpereHypervisor™イメージをインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。
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VMware vSphere Hypervisor へのスタティック IP アドレスの割り当て
スタティック IPアドレスをVMware vSphere Hypervisor™に割り当てるには、次の手順を実行しま
す。

はじめる前に

•カスタマイズしたVMware vSphereHypervisor™イメージをダウンロードします。「カスタマ
イズされた VMware vSphere Hypervisorイメージのダウンロード」を参照してください。

カスタマイズしたイメージをダウンロードするには、VMwareにアカウントが
必要です。

（注）

•イメージを Eシリーズサーバにインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、最初のセットアップ時にCIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入
力して、CIMCにログインします。
CIMCのホームページである [Server Summary]ページが表示されます。

ステップ 2 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 3 KVMコンソールから、[KVM]タブをクリックし、次の手順で IPアドレスを設定します。
a) F2を押して VMware vSphere Hypervisor™の DCUIカスタマイズメニューにアクセスします。

[DCUI]ログインページが表示されます。

b) [DCUI]にログインします。
[System Customization]ページが表示されます。

c) [System Customization]ページの [Configure Management Network]をクリックします。
[ConfigureManagement Network]ページが表示されます。このページには、[Network Adapter]な
どいくつかのメニューオプションがあります。 [Network Adapter]メニューオプションを使用
すると、既存のネットワークアダプタとアクティブなネットワークアダプタを表示できます。

デフォルトでは、ネットワークアダプタ vmnic0がアクティブです。このアダプタ
がアクティブであることを確認します。

（注）

d) [Configure Management Network]ページの [IP Configuration]メニューオプションをクリックし
ます。

スタティック IPアドレスを割り当てるには、次を実行します。
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• [IPConfiguration]ダイアログボックスで、スタティック IPアドレスを使用することを指定
するオプションボタンをオンにします。

•該当するフィールドに IPアドレス、ネットワークマスク、およびゲートウェイ IPアドレ
スを入力し、Enterを押します。 [ConfigureManagement Network]ページが表示されます。

• [Configure Management Network]ページで ESCキーを押します。 [Configure Management
Network Confirm]ダイアログボックスが表示されます。

• yと入力して変更を受け入れ、管理ネットワークを再起動します。

e) ルータ設定で、ルートを VMware vSphere Hypervisor™ホスト IPアドレスに追加します。
たとえば、ホスト IPアドレスが 192.168.1.25で、ucseインターフェイスが ucse 2/0の場合、次
のルートを追加します。

ip route 192.168.125 255.255.255.255 ucse2/0

f) vSphere Clientをインストールします。「vSphere Clientのダウンロードとインストール」を参
照してください。 vSphere Clientから、ホストの IPアドレスを使用して VMware vSphere
Hypervisor™にログインします。

vSphere Client のダウンロードとインストール
vSphere Clientをダウンロードおよびインストールするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• VMware vSphereHypervisor™には、必ずスタティック IPアドレスを割り当てます。「VMware
vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て」を参照してください。

•ネットワーク接続があることを確認します。 vSphere Clientをダウンロードするには、イン
ターネットへの接続が必要になります。

vSphere Clientには、初めて使うユーザ向けのオンラインチュートリアルがあります。また、
インラインコンテンツとしてセットアップ用のアシスタント機能が組み込まれています。こ

のアシスタント機能を使用すると、簡単な手順に従って仮想インフラストラクチャを設定でき

ます。経験豊富なユーザは、このインラインコンテンツのアシスタント機能を無効にするこ

とを選択できます。

（注）
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手順

ステップ 1 https://hypervisor-ip-addressにアクセスします。 VMware Webサイトに移動し、[Welcome]ページ
が表示されます。

ステップ 2 [Download vSphereClient]をクリックしてから、[Run]をクリックして、vSphereClientをダウンロー
ドします。 VMware vSphere Clientがインストールされ、VMware vSphere Clientへのショートカッ
トアイコンがデスクトップに表示されます。

ステップ 3 [VMware vSphere Client]アイコンをクリックして、ログインウィンドウを表示します。

ステップ 4 VMware vSphere Hypervisor™を管理するには、VMware vSphere Hypervisor™の IPアドレスまたは
ホスト名と、ユーザ名およびパスワードを入力し、[Login]をクリックします。VSphereClientGUI
が表示されます。

事前にインストールされている VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名は
rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトのパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

サーバのブート順の設定
CIMC GUIまたは BIOSセットアップメニューを使用して、サーバのブート順を設定できます。

CIMC GUI を使用したサーバのブート順の設定

はじめる前に

admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 22：BIOS

ステップ 3 [Actions]領域で、[Configure Boot Order]をクリックします。
[Configure Boot Order]ダイアログボックスが表示されます。

図 23：[Configure Boot Order] ダイアログボックス

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、必要に応じて次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サーバのブートオプション。次の 1つ以上を選択できます。

• [HDD]：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能な CD-ROM

• [PXE]：PXEブート

• [EFI]：Extensible Firmware Interface

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [BootOrder]テーブルに移動します。Add >

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除しま
す。

< Remove

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行さ

れる順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプライ
オリティに移動します。

Up

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプライ
オリティに移動します。

Down

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加され

る場合があります。

次の作業

•サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

•サーバを外部のブート可能なデバイス（Eシリーズサーバに直接接続された USBドライブ
や外付けCDROMドライブなど）からブートする場合は、ブート順プライオリティを変更す
る必要があります。「BIOSセットアップメニューを使用したブート順の設定」を参照して
ください。
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BIOS セットアップメニューを使用したブート順の設定
サーバを外部のブート可能なデバイス（Eシリーズサーバに直接接続されたUSBドライブや外付
け CD ROMドライブなど）からブートする場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域から、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページから、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、ブートアップが完了する前にF2を押してBIOSセットアップメニュー
にアクセスします。

[Aptio Setup Utility]が表示されます。このユーティリティから、BIOSセットアップメニューのオ
プションを利用できます。

図 24：BIOS セットアップメニュー
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ステップ 6 [Boot]タブをクリックします。

ステップ 7 [Boot Options Priority]領域の下のページを一番下までスクロールします。次のブートオプション
プライオリティが一覧表示されます。

• Floppy Drive BBS Priorities

• Network Device BBS Priorities

• Hard Drive BBS Priorities

• CD/DVD ROM Drive BBS Priorities

ステップ 8 キーボードの上矢印キーまたは下矢印キーを使用して、適切なオプションを強調表示します。

ステップ 9 Enterを押して、強調表示されているフィールドを選択します。

ステップ 10 [Boot Option 1]に適切なデバイスを選択します。

ステップ 11 F4を押して変更を保存し、終了します。
BIOSセットアップの [Main]タブに、[Boot Option 1]として設定したデバイスが表示されます。
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第 9 章

ルータと E シリーズサーバ間の接続の設定

この章は、次の内容で構成されています。

• ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続の設定, 79 ページ

• ネットワークインターフェイスマッピングの概要, 83 ページ

• Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere HypervisorのMACアドレスの決定 , 84
ページ

ルータと E シリーズサーバ間の内部接続の設定
アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にするに

は、次の設定を使用します。ルータとEシリーズサーバ間に内部接続を設定するには、これらの
IPアドレスを設定する必要があります。

•トラフィックを PCIe接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータを EシリーズサーバのGE0インターフェイスに接続するルータの内部 PCIeイン
ターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•トラフィックをMGF接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータの内部MGF VLANインターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE1インターフェイスの IPアドレス。
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次の図は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を示しています。

図 25：ルータと E シリーズサーバ間の内部接続

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権EXECモードを開始し
ます。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ルータの PCIe slot/0インターフェイスのイ
ンターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router (config)# interface ucse slot/0ステップ 3   

ip addressコマンドで、ルータをEシリーズ
サーバのGE0インターフェイスに接続する

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• Router (config-if)# ip address
router-to-e-series-server-interface-ip-address
subnet mask

内部 PCIeインターフェイスの IPアドレス
を指定します。上の図を参照してくださ

い。
• Router (config-if)# [ip unnumbered
type number] • router-to-e-series-server-interface-ip-address：

ルータをEシリーズサーバに接続する
インターフェイスの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサ
ブネットマスク。

または

ip unnumberedコマンドは、インターフェイ
スに明示的な IPアドレスを割り当てずに、
そのインターフェイス上での IP処理をイ
ネーブルにします。
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目的コマンドまたはアクション

• type：割り当てられた IPアドレスを
ルータが保持しているインターフェイ

スのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレス
をルータが保持しているインターフェ

イスの番号。

アンナンバードインターフェイ

スは、一意である必要がありま

す。番号付けされていない別の

インターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドでは、デバ
イス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。

ブロードキャストはサポートされま

せん。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router (config-if)# no shutステップ 5   

ホストルータのグローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

Router# exitステップ 6   

サーバのオペレーティングシステムを使用

してEシリーズサーバのGE0インターフェ
—ステップ 7   

イスを設定します。上の図を参照してくだ

さい。

ルータのMGF slot/1 VLANインターフェイ
スのインターフェイスコンフィギュレー

Router (config)# interface ucse slot/1ステップ 8   

ションモードを開始します。上の図を参照

してください。

ポートを永続的なトランキングモードにし

ます。デフォルトの設定は、アクセスモー

ドです。

Router (config-if)# switchport mode trunkステップ 9   

（任意）指定したVLAN上でのトランキン
グを許可します。

Router (config-if)# [switchport trunk
allowed vlan vlan-numbers]

ステッ

プ 10   

• vlan-numbers：トランキングを許可す
る VLAN数。
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目的コマンドまたはアクション

ホストルータのグローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

Router (config)# exitステッ

プ 11   

ホストルータでグローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router# configure terminalステッ

プ 12   

指定したVLAN番号のVLANコンフィギュ
レーションモードを開始します。

Router (config)# interface vlan vlan-numberステッ

プ 13   

VLANの IPアドレスを指定します。上の
図を参照してください。

Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet-mask

ステッ

プ 14   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサ
ブネットマスク。

インターフェイスが管理上のアップ状態に

なります。

Router (config-if)# no shutステッ

プ 15   

ホストルータのグローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

Router# endステッ

プ 16   

サーバのオペレーティングシステムを使用

してEシリーズサーバのGE1インターフェ
—ステッ

プ 17   
イスを設定します。上の図を参照してくだ

さい。

ルータの新しい実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーショ

ンとして保存します。

Router (config)# copy running-config
startup-config

ステッ

プ 18   

アドレス設定を確認できるように、ルータ

の実行コンフィギュレーションを表示しま

す。

Router (config)# show running-configステッ

プ 19   

次の例は、ルータと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定する方法を示しています。

この設定例の IPアドレスは参照用に示しただけなので、実際には有効でない可能性がありま
す。

（注）

Router> enable
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 1/0
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Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config)# exit

Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE0 interface

Router(config)# interface ucse 1/1
Router(config-if)# switchport mode trunk
Router(config)# exit

Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 20.0.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config)# end

Use the server’s operating system to configure the E-Series Server’s GE1 interface.

Router# copy running-config startup-config
Router# show running-config

ネットワークインターフェイスマッピングの概要
このセクションでは、次のデバイスのネットワークインターフェイスマッピングを決定する方法

について説明します。

• Eシリーズサーバのコンソール、GE1、GE2、および GE3インターフェイス

• NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）

• NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）

E シリーズサーバのコンソール、GE1、GE2、および GE3 インターフェイスのネットワークイン
ターフェイスマッピングの決定

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、Eシリーズサーバのポートの番号付
けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、ルータのコンソールインターフェイスに対応します。

• 2番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE2インターフェイスです。

• 4番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE3インターフェイスです。

インターフェイスのMACアドレスを決定する方法については、「MicrosoftWindows、Linux、
および VMware vSphere HypervisorのMACアドレスの決定」セクションか、適切なプラット
フォームのドキュメントを参照してください。

（注）
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NetXtreme II 1 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを決
定するには、次の操作を実行します。

1 PCIeカードのネットワークポート 0にネットワークケーブルの片方を接続します。ケーブル
の反対側をスイッチまたはネットワークデバイスに接続します。

2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

3 ポート 1、2、3に対して手順 2を繰り返します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）では 1つのポートのみイネーブルになっていま
す。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを
決定するには、次の操作を実行します。

1 PCIeカードのネットワークポート 0にネットワークケーブルの片方を接続します。ケーブル
の反対側をスイッチまたはネットワークデバイスに接続します。

2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）

Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere
Hypervisor の MAC アドレスの決定

このセクションでは、Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere Hypervisor™のMACア
ドレスを決定する方法を示します。

   Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0
84 OL-26446-01-J  

ルータと E シリーズサーバ間の接続の設定
Microsoft Windows、Linux、および VMware vSphere Hypervisor の MAC アドレスの決定



Microsoft Windows オペレーティングシステムの MAC アドレスの決定

Microsoft WindowsオペレーティングシステムのインターフェイスのMACアドレスを決定するに
は、コマンドウィンドウを開き、ipconfig /allコマンドを入力します。

Linux オペレーティングシステムの MAC アドレスの決定

LinuxオペレーティングシステムのインターフェイスのMACアドレスを決定するには、ターミナ
ルウィンドウを開き、ipconfig /allコマンドを入力します。

VMware vSphere Hypervisor の MAC アドレスの決定

VMware vSphereHypervisor™のインターフェイスのMACアドレスを決定するには、次の操作を実
行します。

1 Webブラウザで、最初のセットアップ時に CIMCにアクセスするために設定した IPアドレス
を入力して、CIMCにログインします。

CIMCのホームページである [Server Summary]ページが表示されます。

2 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVMConsole]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

3 [KVM Console]で [KVM]タブをクリックし、次の操作を実行します。

• F2を押して VMware vSphere Hypervisor™の DCUIカスタマイズメニューにアクセスしま
す。 [DCUI]ログインページが表示されます。

• [DCUI]にログインします。 [System Customization]ページが表示されます。

• [System Customization]ページの [Configure Management Network]をクリックします。

[ConfigureManagementNetwork]ページが表示されます。このページには、[NetworkAdapter]
などいくつかのメニューオプションがあります。 [Network Adapter]メニューオプション
を使用すると、インターフェイスのMACアドレスを表示できます。
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第 10 章

BIOS

この章は、次の内容で構成されています。

• BIOSの概要, 87 ページ

• 現在の BIOSバージョンの確認, 88 ページ

• シスコからのソフトウェアの取得, 88 ページ

• BIOSファームウェアのインストール, 89 ページ

• BIOSセットアップメニューへのアクセス, 92 ページ

• BIOSセットアップメニューによる設定の変更, 95 ページ

BIOS の概要
BIOSは、システム内のハードウェアを初期化します。 CPUが初期化されると、マザーボード上
の他のチップも初期化されます。 BIOSはシステム内のブートデバイスを検出し、指定の順序で
ブートします。オペレーティングシステムをブートし、オペレーティングシステムが使用する

ハードウェアを設定します。 BIOSの管理可能な機能により、ハードウェアと連携して使用でき
るようになります。さらに、BIOSはシステムを設定し、ファームウェアを管理し、BIOSエラー
レポートを作成するオプションも提供します。

BIOSには次の機能があります。

• PCI接続されたデバイスのブートを提供するオプションの ROM

•仮想および物理ブートデバイス（SCSI、FC、ネットワーク、および USB）の管理

•プロセッサの設定

•メモリの設定

•電源管理（Cステート）

BIOSは、次の標準的な PC対応機能をサポートしています。

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 1.0    
    OL-26446-01-J 87



• ACPI 3.0、SMBIOS 2.5、WHEA、および USB 2.0

• EFIシェルブート

• EFIネイティブオペレーティングシステムブート

現在の BIOS バージョンの確認
BIOSの現在のバージョンとビルド番号を確認するには、ブート中に F2を押します。 [BIOS setup
utility]が表示されます。 [Main]ページの一覧には、BIOSの現在のバージョンとビルド番号が表
示されます。

シスコからのソフトウェアの取得
ドライバ、BIOSとCIMCのファームウェア、および診断イメージをダウンロードするには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/にアクセスします。

ステップ 2 まだログインしてない場合は、ページの右上にある [Log In]をクリックし、自分のCisco.comクレ
デンシャルを使用してログインします。

ステップ 3 上部にあるメニューバーで、[Support]をクリックします。
ロールダウンメニューが表示されます。

ステップ 4 [Downloads]（中央）ペインから、[All Downloads]（右下隅）をクリックします。
[Download Software]ページが表示されます。

ステップ 5 左ペインから、[Products]をクリックします。

ステップ 6 中央ペインから、[Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 7 右ペインから、[Cisco UCS E-Series Software]をクリックします。

ステップ 8 右ペインから、ダウンロードするソフトウェアのサーバモデルの名前をクリックします。

[Download Software]ページが表示され、次のダウンロード可能なソフトウェアカテゴリが一覧さ
れます。

• [Unified Computing System (UCSE) Server Drivers]：次のドライバが含まれています。

◦ Windows 2008 R2用のオンボードネットワークドライバ

◦ Windows 2008 R2と Linux用の 10G PCIeネットワークドライバ

◦ Windows 2008 R2用の LSIドライバ（オンボードハードウェア RAIDコントローラ）

◦ Windows 2008 R2用の Intelドライバ
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• [Unified Computing System (UCSE) Server Firmware]：次の BIOSと CIMCのファームウェアイ
メージが含まれています。

◦ Double-Wide BIOS

◦ Single-Wide BIOS

◦ BMC/CIMCイメージ

• [Unified Computing System (UCSE) Utilites]：次の診断イメージが含まれています。

◦オンボード Diagイメージ

ステップ 9 適切なソフトウェアカテゴリリンクをクリックします。

ステップ 10 ダウンロードするソフトウェアイメージに関連付けられている [Download]ボタンをクリックしま
す。

[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 11 （任意）複数のソフトウェアイメージをダウンロードするには、次を実行します。

a) ダウンロードするソフトウェアイメージに関連付けられている [Add to cart]ボタンをクリック
します。

b) 右上にある [Download Cart]ボタンをクリックします。
カートに追加したすべてのイメージが表示されます。

c) 右下隅にある [Download All]をクリックして、すべてのイメージをダウンロードします。
[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [Accept License Agreement]をクリックします。

ステップ 13 必要に応じて、次のいずれかを実行します。

•ソフトウェアイメージファイルをローカルドライブに保存します。

•ソフトウェアイメージを TFTPサーバからインストールする場合は、使用する TFTPサーバ
にファイルをコピーします。

サーバは、TFTPサーバ上の宛先フォルダに対して読み取り権限を持っている必要がありま
す。

次の作業

ソフトウェアイメージをインストールします。

BIOS ファームウェアのインストール
BIOSファームウェアは、ブラウザまたは TFTPサーバからインストールできます。
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ブラウザ経由の BIOS ファームウェアのインストール

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

•シスコからBIOSファームウェアファイルを取得します。「シスコからのソフトウェアの取
得」を参照してください。

•ローカルマシンで、適切なアップグレードファイルを解凍します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 26：BIOS

ステップ 3 [Firmware Actions]領域で、[Install BIOS Firmware through Browser Client]をクリックします。

ステップ 4 [Install BIOS Firmware]ダイアログボックスで、[Browse]をクリックし、[Choose File]ダイアログ
ボックスを使用して、インストールするファイルを選択します。

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。
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BIOSがダウンロードされ、ホストの電源がオフになり、BIOSがアップグレードされます。アッ
プグレードが完了すると、ホストの電源がオンになります。

TFTP サーバからの BIOS ファームウェアのインストール

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

•シスコからBIOSファームウェアファイルを取得します。「シスコからのソフトウェアの取
得」を参照してください。

• TFTPサーバで、適切なアップグレードファイルを解凍します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 27：BIOS
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ステップ 3 [Firmware Actions]領域で、[Install BIOS Firmware from TFTP Server]をクリックします。

ステップ 4 [Install BIOS Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ファームウェアイメージが存在する TFTPサーバの IPアドレ
ス。

[TFTP Server IP Address]フィー
ルド

サーバ上のファームウェアイメージファイル名。この名前を

入力するときは、イメージファイルの相対パスを、TFTPツリー
の最上位からファイルの場所まで含めてください。

[Image Path and Filename]フィー
ルド

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。
BIOSがダウンロードされ、ホストの電源がオフになり、BIOSがアップグレードされます。アッ
プグレードが完了すると、ホストの電源がオンになります。

BIOS セットアップメニューへのアクセス
BIOSセットアップメニューには、2通りの方法でアクセスできます。

• KVMコンソールから CIMCを介する

• Eシリーズサーバに物理的に接続されたコンソールを介する

KVM コンソールからの BIOS セットアップメニューへのアクセス

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 BIOSセットアップメニューにアクセスするには、ブート時に F2 を押します。
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[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 28：BIOS セットアップメニュー

次の表では、BIOSセットアップメニューのタブの詳細について説明します。

説明タブ

次の情報を提供します。

• BIOSバージョン、システムメモリ、およびアクセス
レベルに関する全般的な情報

•システムの日付、時刻、および言語を定義する設定

[Main]タブ
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次を実行できます。

•オプションのROMを搭載したレガシーネットワーク
デバイスとレガシー大容量ストレージデバイスのブー

トオプションをイネーブルまたはディセーブルにす

る

• PCI、PCI-X、PCIエクスプレス、信頼されたコン
ピューティング設定、WHEA設定を指定する

• CPU、サーマル、USB、およびシステム IOチップパ
ラメータを設定する

•ランタイムエラーロギングサポートのセットアップ
オプションを設定する

•シリアルポートへのコンソールリダイレクションを
設定する

[Advanced]タブ

次を実行できます。

•ノースブリッジ、サウスブリッジ、およびMEサブ
システムパラメータを定義する

[Chipset]タブ

CIMCのセルフテストステータスを示し、次の操作を行
います。

• CIMCと通信するインターフェイスをイネーブルまた
はディセーブルにする

• FRB-2タイマーをイネーブルまたはディセーブルにす
る

• FRB-2タイマーの有効期限を指定し、FRB-2タイマー
が期限切れになったときのシステムの動作を設定する

• OSウォッチドッグタイマーをイネーブルまたはディ
セーブルにする

• CIMCセルフテストコマンドによって戻されたレポー
トを記録する

•システムイベントログ設定を変更する

[Server Mgmt]タブ
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次を実行できます。

•システムがセットアップアクティベーションキーを
待機する時間を秒単位で設定する

•キーボードの NumLockキーをイネーブルまたはディ
セーブルにする

•ブート順のルールを定義する

• Gate A20パラメータを設定する

• CSMサポートをイネーブルまたはディセーブルにす
る

•ハードディスクドライブ、ネットワークデバイス、
CDROM、DVD、およびフロッピーディスクのグルー
プのデバイスのブート順を定義する

[Boot]タブ

次を実行できます。

• BIOS管理者およびユーザのパスワードを定義または
変更する

[Security]タブ

次の操作を行うためのオプションを提供します。

•変更を保存、変更を破棄、設定をデフォルトに戻す

[Save & Exit]タブ

BIOS セットアップメニューによる設定の変更
サーバのBIOS設定を変更するには、次の手順を実行します。詳しい手順は、BIOS画面にも表示
されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
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[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 BIOSセットアップメニューにアクセスするには、ブート時に F2 を押します。
[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 29：BIOS セットアップメニュー

ステップ 6 メニュー項目を切り替えるには、キーボードの→または←キーを使用します。

ステップ 7 フィールドを変更するには、次の手順を実行します。

a) キーボードの↑または↓キーを使用して、変更するフィールドを強調表示します。
b) Enterを押して強調表示されているフィールドを選択し、フィールドの値を変更します。
c) 次のいずれかを実行します。

•変更内容を保存して BIOSセットアップを終了するには、F4を押します。

•変更内容を保存せずに終了するには、Escを押します。

ステップ 8 フィールドをイネーブルまたはディセーブルにするには、キーボードの Spaceを押します。
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第 11 章

破損した CIMC ファームウェアの復旧

この章は、次の内容で構成されています。

• CIMCファームウェアイメージの概要, 97 ページ

• バックアップイメージからの Eシリーズサーバのブート, 98 ページ

• 破損した現在およびバックアップのイメージの復旧, 99 ページ

• 障害がある SDカードからの復旧, 101 ページ

CIMC ファームウェアイメージの概要
Eシリーズサーバには、同一のCIMCファームウェアイメージが 2つ搭載された状態で出荷され
ます。 Eシリーズサーバがブートするイメージコピーを選択できます。 Eシリーズサーバが
ブートするイメージコピーは現在のイメージで、もう 1つのイメージコピーはバックアップイ
メージです。

Eシリーズサーバのブートに問題がある場合は、現在の CIMCファームウェアが破損している
か、SDカードに問題があるか、CIMCファームウェアのインストールが正常に終了しなかったこ
とが原因として考えられます。破損したCIMCファームウェアイメージから回復するには、次の
いずれかの操作を適宜実行してください。

•現在の CIMCファームウェアイメージが破損しており、バックアップイメージがある場合
は、そのバックアップイメージを使用して Eシリーズサーバをブートします。「バック
アップイメージからの Eシリーズサーバのブート」を参照してください。

•現在のバックアップイメージもバックアップイメージも破損している場合は、「破損した
現在およびバックアップのイメージの復旧」を参照してください。

• SDカードに問題がある場合は、「障害があるSDカードからの復旧」を参照してください。

• CIMCファームウェアのインストールが正常に終了しなかった場合は、CIMCファームウェ
アを再インストールします。
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バックアップイメージからの E シリーズサーバのブート
現在のCIMCファームウェアイメージが破損しており、バックアップイメージがある場合は、そ
のバックアップイメージを使用して Eシリーズサーバをブートします。

はじめる前に

• Eシリーズサーバの種類に応じて、次の手順を実行します。

•ダブル幅：シリアルケーブルの一端を Eシリーズサーバのシリアルポートに接続し、
もう一端を PCに接続します。

•シングル幅：KVMコネクタを Eシリーズサーバの KVMポートに接続してから、シリ
アルケーブルの一端をKVMコネクタのDB9ポートに接続し、もう一端を PCに接続し
ます。

•シリアルの出力を表示するには、環境に応じて次のいずれかを実行します。

• Microsoft Windows：Hyper Terminalを起動します。

• Linux：Minicomを起動します。

•通信設定は、9600ボー、8ビット、パリティなし、および 1ストップビットに設定します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

指定した Eシリーズサーバの電源をシャットダウンしま
す。

Router# hw-module sm
slot oir-stop

ステップ 1   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズルータに
のみ適用されます。その他すべてのルータの場

合、手動でルータの電源を再投入する必要があ

ります。

（注）

指定した Eシリーズサーバを再起動します。Router# hw-module sm
slot oir-start

ステップ 2   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズルータに
のみ適用されます。その他すべてのルータの場

合、手動でルータの電源を再投入する必要があ

ります。

（注）

Hyper TerminalまたはMinicomから、***コマンドを入力
してブートローダプロンプトを開始します。

***ステップ 3   
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目的コマンドまたはアク

ション

バックアップイメージから Eシリーズサーバをブートし
ます。ログインプロンプトが表示されます。

ucse-cimc > boot
backup

ステップ 4   

ユーザ名に adminと入力します。また、パスワードを設
定した場合は、そのパスワードを入力します。設定して

unknown login: adminステップ 5   

ない場合は、デフォルトのパスワードである passwordを
入力します。

CIMC CLIが表示されます。

この例では、バックアップイメージから Eシリーズサーバをブートします。
Router# hw-module sm 2 oir-stop
Router# hw-module sm 2 oir-start

***

ucse-cimc > boot backup
unknown login: admin
password: password

破損した現在およびバックアップのイメージの復旧
現在のイメージとバックアップイメージの両方が破損している場合、次の手順を使用して CIMC
ファームウェアイメージを復旧します。

はじめる前に

• Eシリーズサーバの種類に応じて、次のいずれかを実行します。

•ダブル幅：シリアルケーブルの一端を Eシリーズサーバのシリアルポートに接続し、
もう一端を PCに接続します。

•シングル幅：KVMコネクタを Eシリーズサーバの KVMポートに接続してから、シリ
アルケーブルの一端をKVMコネクタのDB9ポートに接続し、もう一端を PCに接続し
ます。

•イーサネットケーブルを Eシリーズサーバの管理（専用）ポートに接続します。

•シリアルの出力を表示するには、環境に応じて次のいずれかを実行します。

• Microsoft Windows：Hyper Terminalを起動します。

• Linux：Minicomを起動します。

•通信設定は、9600ボー、8ビット、パリティなし、および 1ストップビットに設定します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した Eシリーズサーバの電源をシャットダウ
ンします。

Router# hw-module sm slot
oir-stop

ステップ 1   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズ
ルータにのみ適用されます。その他すべ

てのルータの場合、手動でルータの電源

を再投入する必要があります。

（注）

指定した Eシリーズサーバを再起動します。Router# hw-module sm slot
oir-start

ステップ 2   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズ
ルータにのみ適用されます。その他すべ

てのルータの場合、手動でルータの電源

を再投入する必要があります。

（注）

Hyper TerminalまたはMinicomから、***コマンド
を入力してブートローダプロンプトを開始します。

***ステップ 3   

現在のイメージから Eシリーズサーバをブートし
ます。

ucse-cimc > boot current
recovery

ステップ 4   

または

バックアップイメージから Eシリーズサーバを
ブートすることもできます。ステップ 5を参照し
てください。

バックアップイメージから Eシリーズサーバを
ブートします。

（任意）ucse-cimc > boot
backup recovery

ステップ 5   

または

現在のイメージから Eシリーズサーバをブートす
ることもできます。ステップ 4を参照してくださ
い。

IPアドレス、サブネットマスク、および Eシリー
ズサーバの管理（専用）インターフェイスのゲー

トウェイの IPアドレスを指定します。

Recovery-shell #
dedicated-interface
management-interface-ip-address
netmask gateway-ip-address

ステップ 6   

CIMCファームウェアが保存されているリモートの
TFTPサーバにpingを送信し、ネットワーク接続を
確認します。

Recovery-shell # ping
tftp-ip-address

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

CIMCファームウェアイメージをインストールし
ます。このイメージはリモートのTFTPサーバに保
存されています。

Recovery-shell # update
tftp-ip-address image-filename

ステップ 8   

CIMCをリブートします。Recovery-shell # rebootステップ 9   

次の例では、現在のイメージから CIMCファームウェアが復旧されます。
Router# hw-module sm 2 oir-stop
Router# hw-module sm 2 oir-start

***

ucse-cimc > boot current recovery
recovery-shell# dedicated-interface 192.168.0.138 255.255.255.0 192.168.0.1
Network configuration:

IP config: addr: 192.168.0.138 Mask: 255.255.255.0
Gateway: 192.168.0.1

recovery-shell# ping 10.20.34.56
PING 10.20.34.56 (10.20.34.56): 56 data bytes
64 bytes from 10.20.34.56: seq=0 ttl=60 time=10.000 ms
64 bytes from 10.20.34.56: seq=1 ttl=60 time=0.000 ms
--- 10.20.34.56 ping statistics ---
10 packets transmitted, 10 packets received, 0% packet loss
round-trip min/avg/max = 0.000/1.000/10.000 ms
recovery-shell# update 10.20.34.56 update_pkg-cimc.combined.bin
downloading firmware image "update_pkg-cimc.combined.bin" from " 10.20.34.56 "
download firmware image done, size in bytes: 22384144
installing firmware image, please wait ...
activating installed image
done
Stage: NONE
Status: SUCCESS
Error: Success
recovery-shell# reboot

障害がある SD カードからの復旧
Eシリーズサーバのブートに問題がある場合、SDカードに障害が発生している可能性がありま
す。新しい SDカードに CIMCファームウェアイメージを復旧するには、次の手順を実行しま
す。

はじめる前に

• Eシリーズサーバの種類に応じて、次のいずれかを実行します。

•ダブル幅：シリアルケーブルの一端を Eシリーズサーバのシリアルポートに接続し、
もう一端を PCに接続します。

•シングル幅：KVMコネクタを Eシリーズサーバの KVMポートに接続してから、シリ
アルケーブルの一端をKVMコネクタのDB9ポートに接続し、もう一端を PCに接続し
ます。
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•イーサネットケーブルを Eシリーズサーバの管理（専用）ポートに接続します。

•シリアルの出力を表示するには、環境に応じて次のいずれかを実行します。

• Microsoft Windows：Hyper Terminalを起動します。

• Linux：Minicomを起動します。

•通信設定は、9600ボー、8ビット、パリティなし、および 1ストップビットに設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した Eシリーズサーバの電源をシャットダウ
ンします。

Router# hw-module sm slot
oir-stop

ステップ 1   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズ
ルータにのみ適用されます。その他すべ

てのルータの場合、手動でルータの電源

を再投入する必要があります。

（注）

障害のある SDカードを交換します。障害のある SDカードを取り
外し、新しい SDカードを挿
入します。

ステップ 2   

指定した Eシリーズサーバを再起動します。Router# hw-module sm slot
oir-start

ステップ 3   

このコマンドは、Cisco 3900シリーズ
ルータにのみ適用されます。その他すべ

てのルータの場合、手動でルータの電源

を再投入する必要があります。

（注）

Hyper TerminalまたはMinicomから、***コマンド
を入力してブートローダプロンプトを開始します。

***ステップ 4   

現在のイメージから Eシリーズサーバをブートし
ます。

ucse-cimc > boot current
recovery

ステップ 5   

または

バックアップイメージから Eシリーズサーバを
ブートすることもできます。ステップ 6を参照し
てください。

バックアップイメージから Eシリーズサーバを
ブートします。

（任意）ucse-cimc > boot
backup recovery

ステップ 6   

または

現在のイメージから Eシリーズサーバをブートす
ることもできます。ステップ 5を参照してくださ
い。
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレス、サブネットマスク、および Eシリー
ズサーバの管理（専用）インターフェイスのゲー

トウェイの IPアドレスを指定します。

Recovery-shell #
dedicated-interface
management-interface-ip-address
netmask gateway-ip-address

ステップ 7   

CIMCファームウェアが保存されているリモート
の TFTPサーバに pingを送信し、ネットワーク接
続を確認します。

Recovery-shell # ping
tftp-ip-address

ステップ 8   

CIMCファームウェアイメージをインストールし
ます。このイメージはリモートの TFTPサーバに
保存されています。

Recovery-shell # update
tftp-ip-address image-filename

ステップ 9   

CIMCをリブートします。Recovery-shell # rebootステップ 10   

次の例では、現在のイメージから CIMCファームウェアが復旧されます。
Router# hw-module sm 2 oir-stop
Router# hw-module sm 2 oir-start

***

ucse-cimc > boot current recovery
recovery-shell# dedicated-interface 192.168.0.138 255.255.255.0 192.168.0.1
Network configuration:

IP config: addr: 192.168.0.138 Mask: 255.255.255.0
Gateway: 192.168.0.1

recovery-shell# ping 10.20.34.56
PING 10.20.34.56 (10.20.34.56): 56 data bytes
64 bytes from 10.20.34.56: seq=0 ttl=60 time=10.000 ms
64 bytes from 10.20.34.56: seq=1 ttl=60 time=0.000 ms
--- 10.20.34.56 ping statistics ---
10 packets transmitted, 10 packets received, 0% packet loss
round-trip min/avg/max = 0.000/1.000/10.000 ms
recovery-shell# update 10.20.34.56 update_pkg-cimc.combined.bin
downloading firmware image "update_pkg-cimc.combined.bin" from " 10.20.34.56 "
download firmware image done, size in bytes: 22384144
installing firmware image, please wait ...
activating installed image
done
Stage: NONE
Status: SUCCESS
Error: Success
recovery-shell# reboot
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第 12 章

診断テスト

この章は、次の内容で構成されています。

• 診断テストの概要, 105 ページ

• ホストへの診断イメージのマッピング, 106 ページ

• 診断テストの実行, 108 ページ

診断テストの概要
診断テストはEシリーズサーバ上で実行されるスタンドアロンユーティリティで、同サーバで動
作するオペレーティングシステムやアプリケーションからは独立しています。Eシリーズサーバ
で問題が発生した場合、診断テストを使用して事前チェックを実行し、問題点を特定することが

できます。診断テストはサーバの CPU、メモリ、およびブロックデバイスで実行できます。ブ
ロックデバイスにはハードドライブ、USBドライブ、SDカードなどがあります。

診断テストに合格した場合、サーバのCPU、メモリ、ブロックデバイスに問題はありません。他
のハードウェアコンポーネントまたはソフトウェア設定に問題がある可能性があります。 http://
www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlの Cisco Technical Assistance Center（TAC）でサービス
要求を開始し、問題点を特定してください。

診断テストが失敗した場合は、Cisco TACでサービス要求を開いて支援を求めます。

診断テストは非破壊テストですが、テストの実行中に停電または機器の故障が発生した場合、

ディスクデータが破損することがあります。診断テストを実行する前に、データをバックアッ

プしておくことを強く推奨します。

注意

診断テストを実行するための基本的なワークフロー

1 データをバックアップします。
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2 Eシリーズサーバには、購入時に診断イメージが事前にインストールされています。最新の
診断イメージを、指定した FTP、FTPS、HTTP、または HTTPSサーバから CIMC内部リポジ
トリにダウンロードすることもできます。

3 診断イメージを USBコントローラの HDD仮想ドライブにマウントします。

4 EFIシェルが最初のブートデバイスになるように、ブート順を設定します。

5 サーバをリブートします。

6 EFIシェルから診断テストを実行します。

7 仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

ホストへの診断イメージのマッピング

はじめる前に

•データをバックアップします。

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

• Eシリーズサーバには、購入時に診断イメージが事前にインストールされています。最新の
診断イメージを、指定した FTP、FTPS、HTTP、またはHTTPSサーバからCIMC内部リポジ
トリにダウンロードすることもできます。「シスコからのソフトウェアの取得」を参照して

ください。

アップデートがすでに処理中であるときにイメージアップデートを開始すると、どちらのアッ

プデートも失敗します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 30：Host Image Mapping

ステップ 3 [Install Pane]で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

診断イメージが配置されているリモートサーバの URL。

リモートサーバでユーザ認証が必要な場合は、リモートサーバ

のユーザ名とパスワードを URLに追加する必要があります。
リモートサーバには、FTP、FTPS、HTTP、またはHTTPSサー
バを使用できます。

URLの構文は次のようになります。
protocol://username:password@server-ip-address/path/filename

[URL]フィールド

診断イメージの名前。

イメージ名には、ファイル拡張子として .diagを付ける必要があ
ります。

[Image Name]フィールド
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ステップ 4 [Download]をクリックします。
診断ファイルが、指定した FTP、FTPS、HTTP、または HTTPSサーバから CIMC内部リポジトリ
にダウンロードされます。

ステップ 5 [Map Diagnostics to Host]をクリックします。
診断イメージが、USBコントローラの HDD仮想ドライブにマウントされます。

ステップ 6 EFIシェルが最初のブートデバイスになるように、ブート順を設定します。
ブート順の設定方法については、「サーバのブート順の設定」を参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートします。

EFIシェルが表示されます。

次の作業

診断テストを実行します。

診断テストの実行
EFIシェルから、次の手順を使用して診断テストを実行します。

はじめる前に

•データをバックアップします。テストはすべて非破壊的ですが、テストの実行中に停電や装
置の障害が発生すると、ディスクデータが破損する可能性があります。これらのテストを

実行する前に、データをバックアップしておくことを強く推奨します。

• CIMC CLIまたは CIMC GUIを使用して、診断イメージをダウンロードし、USBコントロー
ラの HDD仮想ドライブ上にマップします。

•サーバをリブートします。 EFIシェルが表示されます。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

指定した仮想メディアドライブ内に存在するすべてのファ

イルパッケージを表示します。ドライブ名は fs0から始ま
り、fs0、fs1、fs2などがあります。

Shell > dir
virtual-media-drive-name:

ステップ 1   

仮想メディアドライブ名の末尾に必ずコロンを

追加してください。例：dir fs1:
（注）

診断ファイルが保存されている仮想メディアドライブに移

動します。

Shell >
virtual-media-drive-name:

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアク

ション

診断を実行するパッケージファイルを診断シェルパッケー

ジファイルにコピーします。

Virtual Media Drive :\>
cp package-file-name
dsh.pkg

ステップ 3   

診断シェルを開始します。確認プロンプトで、yと答えま
す。

Virtual Media Drive :\>
dsh

ステップ 4   

使用可能なすべての診断テストを実行し、テストの進行状

況とステータスを表示します。診断テストは、サーバの

Server: SRV > run allステップ 5   

CPU、メモリ、およびブロックデバイス上で実行されま
す。ブロックデバイスにはハードドライブ、USBドライ
ブ、SDカードなどがあります。

サーバ上で特定の診断テストを実行するには、run test-name
コマンドを使用します。test-nameには次のいずれかを指定
できます。

• cpux64：CPUの診断テスト。

• diskx64：ブロックデバイスの診断テスト。ブロック
デバイスにはハードドライブ、USBドライブ、SD
カードなどがあります。

• memoryx64：メモリの診断テスト。

診断テストの実行には、約 10分の時間がかかる
可能性があります。

（注）

テストステータスが Passedまたは Failedの診断テストの
サマリーを表示します。

（任意）Server: SRV >
results

ステップ 6   

このサマリーレポートは、失敗および合格した

テストの数を示します。どのテストが失敗また

は合格したかについての情報は提供しません。

失敗および合格したテストを判別するには、run
allコマンドの出力を確認してください。

（注）

サーバ上で管理されていたグローバルパラメータと診断テ

ストモジュールの一覧を表示します。

（任意）Server: SRV >
show

ステップ 7   

診断シェルを終了します。Server: SRV > exitステップ 8   

診断テストに合格した場合、サーバの CPU、メモリ、ブ
ロックデバイスに問題はありません。他のハードウェア

Cisco TACでサービス
要求を開きます。

ステップ 9   

コンポーネントまたはソフトウェア設定に問題がある可能

性があります。 Cisco TACでサービス要求を開いて、問題
を特定します。
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目的コマンドまたはアク

ション

診断テストが失敗した場合は、Cisco TACでサービス要求
を開いて支援を求めます。

次の例では、すべての診断テストを実行しています。

Shell > dir fs1:
06/27/12 07:48p 1,435,424 Dsh.efi
06/27/12 08:03p 10,036 dsh-e140d.pkg
06/25/12 06:00p 10,140 dsh-e140s.pkg
06/27/12 08:04p 10,042 dsh-e160d.pkg

4 File(s) 1,465,642 bytes
Shell > fs1:
fs1:\> cp dsh-e140d.pkg dsh.pkg
copying fs0:\OBD\dsh-e140d.pkg -> fs0:\OBD\dsh.pkg
- [ok]
fs1:\> dsh
Diagnostics is a standalone utility that runs on the server module independent
of the operating system or applications running on the module.All tests are
non-destructive, but there is a possibility of disk datacorruption during
power or equipment failure when the tests are in progress. Therefore, before
executing these tests, we highly recommend that you backup the data.

For questions or concerns with this utility, please open a Service Request
with Cisco TAC at http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html

(Y)es to continue test. (N)o to exit(y/n): Y
Cisco Diagnostics Shell 1.03(0.3) Thu 06/28/-16:35:08.95-canis-diag@cisco.com
UCS-E140D-M1/K9:SRV>

Server: SRV > run all
Server: SRV > results
Test Name : all
Test Status : Passed
Failed/Run History : 0/17
Start Time : 06/27/12 14:38:19
End Time : 06/27/12 14:43:36
Diag Version : 1.03(0.3) Mon 04/02/-17:07:57.19-canis-diag@cisco.com
Board S/N : FOC160724BY

Server: SRV > show
Server: SRV > exit

次の作業

仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。
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第 13 章

Cisco IOS ソフトウェアコマンドリファレン
ス

この章では、ホストルータと Eシリーズサーバの設定に使用する Cisco IOSコマンドについて
説明します。

コマンド履歴、使用上のガイドライン、例など、各コマンドの詳細については、http://
www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/interface/command/ir-cr-book.htmlの『Cisco IOS Interface and
Hardware Component Command Reference』を参照してください。

この章は、次の内容で構成されています。

• パスワードリセットコマンド, 112 ページ

• セッションコマンド, 112 ページ

• IPアドレスコンフィギュレーションコマンド, 113 ページ

• CIMCアクセスコマンド, 113 ページ

• VLANコマンド, 114 ページ

• リロード、リセット、起動、停止、シャットダウンコマンド, 114 ページ

• 統計情報およびステータスコマンド, 115 ページ

• ブートコマンド, 115 ページ
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パスワードリセットコマンド

説明コマンド

BIOS、CIMC、または RAIDパスワードをリセットしま
す。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

• BIOS：BIOSパスワードをリセットします。

• BMC：CIMCパスワードをリセットします。

ucse slot password-reset {BIOS | BMC}

セッションコマンド

説明コマンド

ホスト Eシリーズサーバまたは CIMCとのセッションを
開始または終了します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

• imc：CIMCとのセッションを開始します。

• imc clear：既存のCIMCセッションをクリアします。

• host：ホスト Eシリーズサーバとのセッションを開
始します。

• host clear：ホスト Eシリーズサーバセッションをク
リアします。

CIMCで serial-over LANがイネーブルになって
いる場合、session hostコマンドには出力は表示
されません。

（注）

ucse slot session {imc [clear] | host [clear]}
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IP アドレスコンフィギュレーションコマンド
説明コマンド

CIMCの固定 IPアドレスと、CIMCが使用するデフォルト
ゲートウェイルータの IPアドレスを設定します。

• ip_address：CIMCの IPアドレス。

• subnet_mask：IPアドレスに付加するサブネットマス
クであり、ホストルータと同じサブネットに属する

必要があります。

• gateway_address：デフォルトゲートウェイルータの
IPアドレス。

imc ip address ip_address subnet_mask default-gateway
gateway_address

no imc ip address ip_address subnet_mask default-gateway
gateway_address

CIMCのダイナミック IPアドレスを設定します。imc ip address dhcp

no imc ip address dhcp

CIMC アクセスコマンド
説明コマンド

Eシリーズサーバの専用 LOMポートまたは共有 LOM
ポートを通じ、CIMCアクセスを設定します。

• dedicated：管理（専用）ポートを使用して CIMCア
クセスを設定します。

• shared-lom：次のいずれかの共有 LOMポートを使用
し、CIMCアクセスを設定します。

◦ GE1

◦ GE2

◦ GE1

◦ console

◦ failover

• option：failoverを指定した場合は、次のいずれかの
追加パラメータも入力する必要があります。

◦ GE1 GE1 [GE2] | [GE3] [GE2 GE3]

◦ GE2 GE2 GE3

imc access-port {dedicated | shared-lom [GE1 | GE2 | GE3 |
console | failover [option]}

no imc access-port {dedicated | shared-lom [GE1 | GE2 | GE3
| console | failover [option]}
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VLAN コマンド
説明コマンド

指定されたVLANのVLANコンフィギュレーションモー
ドが開始されます。

imc vlan vlan_number

no imc vlan

リロード、リセット、起動、停止、シャットダウンコマ

ンド

説明コマンド

Eシリーズサーバのグレースフルシャットダウンを実行
してから、電源を投入します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot reload

Eシリーズサーバのハードウェアをリセットします。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot reset

Eシリーズサーバの電源を投入します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot start

Eシリーズサーバの電源をただちに切断します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot stop

Eシリーズサーバのグレースフルシャットダウンを実行
します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot shutdown
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統計情報およびステータスコマンド

説明コマンド

Eシリーズサーバのリセットおよびリロード情報を表示
またはクリアします。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

• clear：Eシリーズサーバのリセットおよびリロード
情報をクリアします。

ucse slot statistics [clear]

Eシリーズサーバのハードウェアおよびソフトウェアに
関連する設定情報を表示します。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

• detailed：サーバのステータス、resetおよび
heartbeat-resetフラグの設定など、Eシリーズサーバ
に関する詳細情報を表示します。

ucse slot status [detailed]

ブートコマンド

説明コマンド

Eシリーズサーバの BIOS CMOSをリセットします。

• slot：Eシリーズサーバがインストールされている
ルータのスロット番号。

ucse slot cmos-reset
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